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午前10時00分開議 

○議 長（大野元秀君） おはようございます。 

  開会に先立ちまして、申し上げます。 

  本定例会においては、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、議場内においては飛沫防止シー

ルド設置場所以外はマスク着用としておりますので、御理解と御協力をお願いいたします。 

  傍聴される皆様に申し上げます。 

  議場内の入出時においては、備付けの消毒液で手の消毒をされ、マスク着用の上、白いカバーのあ

る席の利用はお控えください。 

  また、会議中は静粛に願います。 

  なお、会議中の言論に対し、拍手や可否表明などの言動は固く禁じられております。 

  なお、会議の傍聴規則第７条及び第８条の規定により、写真撮影や録音機器の使用は禁止されてい

ます。携帯電話、スマートフォンをお持ちの方は、電源をお切りになるか、マナーモードに設定され

ますよう御協力願います。 

  本日の会議に欠席の届が提出されておりますので、報告いたします。 

  議員につきましては、13番藤本勝美君より欠席の届が提出されております。 

  ただいまの出席議員は13名です。 

  会議の定足数に達しております。 

  直ちに本会議を再開し、本日の会議を開きます。 
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日程第１ 一般質問 

 

○議 長（大野元秀君） 日程第１、これより一般質問を行います。 

  質問者は、一般質問表の順序により、これを許します。 

  本定例会の質問者は８名です。よって、本日５日に４名、明日６日に４名の２日間で行います。 

  会議の進行に御協力をお願いいたします。 

  最初の質問者は、９番宿利忠明君。 

○９ 番（宿利忠明君） おはようございます。９番宿利忠明です。 

  議長のお許しを得まして、一問一答式でお願いしたいと思います。 

  まず、最初の質問でございます。 

  職員の職の設置に関する規則について、この規則から係長職をなくした理由を伺うということでご

ざいますけれども、これは今年３月31日に、係長が主幹という名前に変わったのだと思いますが、こ

れ、いまだに一般町民の方はやはり前の係長のほうがなじみがあって親しみやすかったという声が根

強く残っているわけでございます。こうして、なぜ係長職をなくして主幹という名に変えたのか、必

然的な理由があったのかどうかを伺いたいと思います。 

○議 長（大野元秀君） 山本総務課長。 

○総務課長（山本恵一郎君） お答えいたします。 

  平成30年第４回定例会で、玖珠町行政組織条例の制定についての議案質疑におきまして議員各位か

ら質疑を受けて以降も、一般質問等で質問いただいた内容と認識しております。 

  組織体制につきましては、住民に分かりやすいことが第一だと考えております。しかしながら、近

年は行政に対する住民ニーズが多様化しています中で、業務量の増加や内容、対応の複雑化に適正な

対応が求められています。このため、主幹は班の中で重要な業務を行うことを想定していまして、特

に班に複数の主幹を置く場合は１名を統括とし、班の業務をマネジメントする役割を担っております。

この傾向は大分県においても同様で、班組織に主幹、大分県の場合は総括を配置した所属が大半と

なっております。また、本町におきましても、指導企画監など新たな役職を設置してきた経緯もござ

います。 

  現状はそういうこととなっております。 

○議 長（大野元秀君） ９番宿利忠明君。 

○９ 番（宿利忠明君） 今、答弁の中で統括というのが出たんですけれども、これに、規則にはこの

統括というのが載っていないわけですね。そのところはどんなふうになっているんでしょうか。 

○議 長（大野元秀君） 山本総務課長。 

○総務課長（山本恵一郎君） 規則上におきましては、統括というのは定義されておりません。主幹と

して班の中に複数の主幹が配置されて、これまでの係長というマネジメントをする役割をする主幹に



 46

つきましては統括ということで区別化をしているということです。 

  係長という名称は、長年にわたって使われてきた経緯や係のリーダーとして認識しやすいことは承

知しておりますが、一方で、同一年齢で同等な能力を有する職員が係長と主査として同一班内に所属

しながらも、重責ある業務を担当する場合の士気低下もカバーしなければならない管理者責任もある

ことから、同格の主幹を配置することで複雑多様な業務を遂行していただくことと考えているところ

であります。 

  よって、主幹を配置し、その中でマネジメントする主幹という役職を便宜上配置しながら、組織マ

ネジメントを行っているというところでございます。 

○議 長（大野元秀君） ９番宿利忠明君。 

○９ 番（宿利忠明君） 業務内容の複雑化、いろんな意味で業務上そうしたほうが役場としての機能

がしやすいというのは分かるような気がいたしますけれども、これに対して、住民の方が今言ったよ

うに住民サービスの上から見たときにはやっぱり親しみやすいことが大事であろうと思いますし、そ

うした意味では、こうした住民に分かりやすい説明をしていただいて理解をしてもらうというのが本

来、もう約１年経過しておるわけですけれども、それでもやはりなかなかなじめないという声がある

というのも事実でございますので、いかに今のようなことをやっぱり住民の皆さんに理解してもらう、

周知をするということが大事じゃなかろうかと思っておりますが、それにつきまして町長、何かあり

ますか。 

○議 長（大野元秀君） 宿利町長。 

○町 長（宿利政和君） おはようございます。お答えをいたします。 

  総務課長から言いましたように、町民の皆さんがやはり混乱を招かないとか分かりやすいというの

が第一義的な話でございます。しかしながら、内部で同じ年齢で同じ能力を持って、またその方に係

長と同じような仕事をしていただくためには、同じ同格である主幹というのを設けたほうが職員も士

気が高まるんじゃないかということがありましたので、そのようにさせてもらいました。 

  いずれにしても、今の制度を町民の皆さんに誤解を招かない、分かりやすいように今後も引き続き

努力をしてまいりたいと思います。よろしくお願いいたします。 

○議 長（大野元秀君） ９番宿利忠明君。 

○９ 番（宿利忠明君） ぜひそうした努力をしていただいて、町民に理解をして親しみやすい住民

サービスに心がけてほしい、このようにお願いをしておきます。 

  それでは、次の質問に入ります。 

  景観についてであります。 

  前回の一般質問で立羽田の景について質問をいたしまして、現地を見ていただくというような答弁

もあったわけです。その後の経過を伺うということであります。よろしくお願いします。 

○議 長（大野元秀君） 藤井商工観光政策課長。 

○商工観光政策課長（藤井正盛君） お答えいたします。 
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  ９月定例議会後に立羽田の景の現地確認を行い、続いて紅葉シーズンである11月にも私のほうで現

地確認を行いました。多くの県外ナンバーの車が停車し、たくさんの方々が紅葉の美しい景色を堪能

されておりました。玖珠町の観光パンフレットも底をつき、補充したところでございます。 

  議員御指摘のとおり、樹木の成長により見通しが悪い箇所もありましたので、現在までに森林環境

譲与税の活用による財源確保及び保安林や自然公園法に係る伐採等の許可に必要な協議を大分県と進

めているところでございます。令和５年度に、条件が整い次第実施できるよう現在準備をしていると

ころでございます。 

  以上です。 

○議 長（大野元秀君） ９番宿利忠明君。 

○９ 番（宿利忠明君） 今答弁にもありましたように、今年も非常に紅葉シーズンにはたくさんの観

光客が見えて盛況だったわけであります。その中で、やはり前の質問で言ったように、せっかく来た

のに前の岩が見えない、何をしよるんかいというような声がたくさんあったわけであります。それで、

中で課長、現地を見たなら分かると思いますけれども、売店のほうから景色を見たときの左側の杉の

木の２本、それから前に枝を張っている樹木の５本から６本ぐらいですか、私は前のときは剪定でど

うじゃろうかというふうな質問をしたんですけれども、やはり抜本的には少しの剪定ではすぐに枝が

伸びてまた元に戻る、そのためには目の前にある樹木の何本かを、元からというわけにはいきません

けれども、一、二メートルぐらいの高さで切り倒して抜本的に景観をするというような、そういうよ

うな、現地を見たらどうすれば向こうの岩が見えるかなというようなことはどのように考えておりま

すか、お伺いいたします。 

○議 長（大野元秀君） 藤井商工観光政策課長。 

○商工観光政策課長（藤井正盛君） お答えいたします。 

  私も現地に出向きまして、非常にそういった支障木があるというのを確認しておりますので、今後、

協議しながら進めてまいりたいというふうに思っています。 

  以上です。 

○議 長（大野元秀君） ９番宿利忠明君。 

○９ 番（宿利忠明君） ただいま私が質問したような、含めての協議をしていただけるんですか。 

○議 長（大野元秀君） 藤井商工観光政策課長。 

○商工観光政策課長（藤井正盛君） 議員さんのおっしゃるとおりでございます。 

○議 長（大野元秀君） ９番宿利忠明君。 

○９ 番（宿利忠明君） 抜本的に、今言った杉の２本と眼前にある樹木の元から伐採という方向で関

係機関と協議をするという理解でよろしいですか。 

○議 長（大野元秀君） 藤井商工観光政策課長。 

○商工観光政策課長（藤井正盛君） 大分県と協議してまいりたいというふうに思っています。この部

分については保安林と自然公園でございますので、そのあたりで協議し、可能であれば伐採を含めて
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協議をしてまいりたいというふうに思っています。 

  以上です。 

○議 長（大野元秀君） ９番宿利忠明君。 

○９ 番（宿利忠明君） 地元の了解も必要だろうと思いますし、地元と立会いの下にこの木とこの木

をもう目印をつけて、具体的にこの木とこの木をこういう方向でやっていくというような選定をして、

そして協議をしていく。それでないと、何か抽象的で、ここの見えることをしますというだけではな

かなか協議も前にいかないんじゃないかと思いますし、もう選定をしてこれとこれを切る、そうすれ

ばこの伐採費用とか予算化も目に見えてくるんだろうと思います。そうした中で、この前の質問のと

きにも財源的に何かないかというんで、私が森林環境譲与税も使われるんじゃないだろうかというよ

うな質問をしたら、そういう景観にも項目があるんでそういうことができるのかどうか一応してみま

しょうというような答弁もあったわけです。そうした中でその森林環境譲与税が利用できるのかどう

か、お伺いいたします。 

○議 長（大野元秀君） 藤原農林課長。 

○農林課長兼農業委員会事務局長（藤原八栄君） おはようございます。それでは、お答えをします。 

  その後、県に森林環境譲与税を充当することが可能か相談をいたしましたところ、景観形成を図る

観点から可能であると回答を得ております。ただし、樹木は議員も御存じのように生活保全林整備事

業で植林されたものもございますので、具体的な剪定とか伐採の整備計画がまだはっきりしておりま

せん。先ほど議員も言われましたけれども、まずは地元関係者と協議を行った上で、どの木を剪定す

るのか、それから伐採するのが効果的なのかを決め、また立ち木は保安林に指定をされておりますの

で、県から伐採許可を取得するなどの所定の手続を行い、決定することになります。したがって、対

象とした樹木の決定を踏まえて、金額的にどのくらいの経費がかかるのか、見積りを含む事業計画を

立てて、県の関係機関と財源的に森林環境譲与税の充当について再度正式な協議を行っていくような

手順になろうかと考えておるところでございます。 

  以上です。 

○議 長（大野元秀君） ９番宿利忠明君。 

○９ 番（宿利忠明君） まず地元と協議をして、伐採をする樹木の決定ですね。選木をして、それか

ら予算というか見積りを出していくというような経過を取ればという話であると思います。その点に

ついては、課長は早速地元の立会いの下に樹木の選定をして、県との協議に向かうというような考え

がありますか、お伺いいたします。 

○議 長（大野元秀君） 藤井商工観光政策課長。 

○商工観光政策課長（藤井正盛君） 当初予算もありますので、早急に進めてまいりたいというふうに

考えております。 

  以上です。 

○議 長（大野元秀君） ９番宿利忠明君。 
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○９ 番（宿利忠明君） ぜひ、早急にそうした手続を取って速やかに行っていただきたい、このよう

に思っております。 

  この景観につきましては、立羽田の景を今中心に質問したんですけれども、町内ではたくさんの

やっぱりそうした昔のあった景観が樹木が太って見えないというような場所もたくさんあろうと思い

ます。先日も八幡のコミュニティで、歴史を学ぶという中で「伊能忠敬が歩いた八幡の里の風景」と

いうことであったわけでありますけれども、そのときに伊能忠敬が1812年に小国から日田、森、八幡、

豊前の測量をしたというようなお話を聞きまして、内匠の池とか坂の上の景を通っただろうそのとき

に見た景観をやっぱり復元をしてほしいというような話も出たわけでございますし、非常にロマンが

あるというんですか、昔の伊能忠敬が見た景色を元に戻すというふうな形で私は痛感もしたところで

ございますが、町としてもこうした景観を昔の姿に戻すというんですか、復元をする考えがあるのか、

どのような考えがあるのか、お伺いをいたします。 

○議 長（大野元秀君） 藤井商工観光政策課長。 

○商工観光政策課長（藤井正盛君） お答えいたします。 

  玖珠町は、文化財保護法に指定された名勝耶馬渓があり、多くの景勝地が点在しております。また、

これらは貴重な文化遺産であり、観光資源となっております。しかしながら、議員さんが言われると

おり、台風や豪雨などの自然災害、さらに土地所有者の高齢化などにより、必ずしも適正な管理がで

きているとは言えない箇所も点在しております。 

  景観の復元については、支障木伐採、必要な場所への植林、保育事業など、個別に計画を持って予

算化と併せながら今後、景観の保全に努めてまいりたいというふうに考えております。 

  以上です。 

○議 長（大野元秀君） ９番宿利忠明君。 

○９ 番（宿利忠明君） 今言われました景観につきまして、日本遺産に認定された景観でもあります

ので、ぜひとも、一遍にというわけにはいきませんけれども、徐々に昔の景観を取り戻していくとい

うことでやっていただきたいと思っています。 

  中津市が三、四年前でしたか、一目八景とか伊福の景の景観をということで、そこはただ見えるだ

けじゃなくて、岩自体の周りの支障木を切って昔の景観を復元したというような私、記憶があるんで、

もう三、四年ぐらい前になるんですかね。そうした形でやっているので、玖珠町もそうした努力をす

れば、予算面もありましょうけれども、できるんじゃなかろうか、このように考えております。年次

を置いてぜひそういうことを進めてもらいたいと思っております。 

  町長さんはどのようにお考えですか。 

○議 長（大野元秀君） 宿利町長。 

○町 長（宿利政和君） 今、商工観光政策課長が言いましたように、町民の皆さんにとっては貴重な

資源、それから文化遺産でございますので、自分たちが住んで生活している玖珠町の財産ということ

で意識を持っていただきたいと思いますし、また、多くの観光客の方がシーズンに訪問いただいてお
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りますので、貴重な観光資源でもございますので、可能な限り整備をして町民の皆さんに理解してい

ただく、そしてまた観光客の方にアピールできる絶好のチャンスだというふうに思っていますので、

計画的に進めていくことが重要かと思っております。 

  早速、八幡のコミュニティ協議会等、それから観光協会もそのような思いで今動きを始めているよ

うでございますので、一緒になってやっていきたいと思っております。 

  以上です。 

○議 長（大野元秀君） ９番宿利忠明君。 

○９ 番（宿利忠明君） ぜひよろしくお願いをいたします。 

  それでは、次の質問に入ります。 

  農林畜産物のブランド化についてであります。 

  この前、町政の施政方針の中でもございましたけれども、自治委員会資料の中でも地域産業の振興

に取り組み、農林畜産物のブランド化による農家所得の向上に向けて支援を行いますとありますが、

これで今まで支援をした事例があるのかないのか、お伺いいたします。 

○議 長（大野元秀君） 藤原農林課長。 

○農林課長兼農業委員会事務局長（藤原八栄君） それでは、お答えをします。 

  支援した事例をということでございますので、10年以上前に玖珠町ブランド確立推進協議会などを

主体に、米、野菜、シイタケ、玖珠牛の魅力化と販路拡大に取り組むなど、一定の成果はございまし

たが、持続した対策とはなっていないということは感じてはおります。 

  ここ数年では、令和３年産ひとめぼれが３年ぶりに特Ａを獲得いたしまして、ＪＡ、県、九重町と

連携した良食味米プロジェクトを立ち上げ、良食味米生産の推進と消費拡大に取り組んできました。

また、本年11月には、良食味米産地として引き続き地位を確立するために、福岡県宮若市で開催され

た九州のお米食味コンクールに町内の農家から出品するなど、ＰＲイベント等の支援を行っていると

ころでございます。 

  また、夏秋野菜につきましては、玖珠町は気象条件として寒暖差が大きく、夏秋野菜の産地として

知られておりますので、生産、販売について、ピーマンの選果機やたばこの乾燥機などの導入、ＪＡ

の各生産部会の体制の強化、くすここのえ産直ネットでの直販の支援が主なものになっていると思い

ます。 

  また、生産規模の拡大や収量増、品質の向上につなげるため、パイプハウスの建設費用の助成、種

苗の助成、資材導入の助成、またシイタケの種駒の購入に対する助成、また生産施設、原木搬出など、

シイタケ栽培についても補助事業として支援を行っております。 

  また、繁殖牛、肥育牛については、おおいた和牛、おおいた豊後牛のブランド化に向けて畜舎、堆

肥舎の建設やＩＴ機器の導入、繁殖雌牛の導入補助、先ほど先日行われました全国和牛能力共進会対

策などの支援を行っている状況でございます。 

  今後も様々な対策を講じながら所得向上やコスト削減に対応していきたいと考えておりますが、玖
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珠町の米、シイタケ、高冷地野菜、牛が玖珠町産として知名度をアップさせる玖珠町のネーミングそ

のものをブランド化にすることには今後もさらなる取組が必要であるというふうに思われますので、

「宇宙米 天空の輝き」に見られるように玖珠町独自の取組を講じていきたいというふうに考えてお

ります。 

  以上です。 

○議 長（大野元秀君） ９番宿利忠明君。 

○９ 番（宿利忠明君） いろんな意味で農家の生産向上に支援をしているということでございます。 

  私が、これが玖珠町のブランドであるという特産品というか、そうした取組をどのような形でやっ

ているのかというのをお尋ねしたわけでありますけれども、この前、大分合同新聞に「台湾料理を新

たな名物に」ということで特集で大きく載っておりました。これも一つの玖珠町の特産品に、食ので

すね。なり得るんじゃないかということで、こうしたことに対しては町としては何らかの、玖珠町に

も台湾出身の方がいらっしゃって、この新聞で初めて知ったんですけれども、その方が店舗を回って

いろいろ感想を書いてある。こうした人たちの台湾料理を、ほかにもここに出ているところ以外にも

こういうことに取り組んでいくというような考えもある方も多いかと思います。 

  そうした中で、何らかの町としての支援というか、本格台湾料理の講習とかいろんなことが考えら

れるわけでありますけれども、そうした意味でこれが町の特産品、これが町のブランドというような

何か基準、前にもそういう、やっぱりブランド品をつくるためには町としてのある程度クリアした基

準があって、それを通ったら、認められたらこれは玖珠町のブランド品とかいう、何かワッペンか何

かをしたらどうかというような質問をした記憶があるわけで、そうした意味ではどのような取組をし

ているのかをちょっとお伺いいたします。 

○議 長（大野元秀君） 藤井商工観光政策課長。 

○商工観光政策課長（藤井正盛君） お答えいたします。 

  台湾料理については、現在、台湾の彰化市と玖珠町が友好協定を先日結んだところで、玖珠町とし

ても昨年から台湾料理に関しての開発等も若干しているところでございます。本年度に入りまして、

台湾の福岡領事館のほうの御紹介によりましてそういった専門の料理人さんを紹介していただきまし

て、観光協会のほうに今現在その台湾料理の部分について研究開発をお願いしているところで、現在

その部分についても進めているところでございます。 

  以上でございます。 

○議 長（大野元秀君） ９番宿利忠明君。 

○９ 番（宿利忠明君） ブランド化をつくり上げる上でそうした施策も必要だろうということで、今、

台湾料理についてはそういうように前向きにしているという話でありましたけれども、私、勉強不足

であったり、特Ａですね。米の特Ａ、これは何かこの基準があるんですかね、うまみとかたんぱく含

有量とかいうような。ここをクリアしたら特Ａになりますよとか。それが分かればお知らせをいただ

きたいと思いますけど。 



 52

○議 長（大野元秀君） 藤原農林課長。 

○農林課長兼農業委員会事務局長（藤原八栄君） 大変すみません。今資料を持っていないので、すみ

ません、答弁ができません、大変申し訳ありません。 

○議 長（大野元秀君） ９番宿利忠明君。 

○９ 番（宿利忠明君） いや、通告外だったんですけれども、やっぱり特Ａに認定するといったら何

かそこに基準があるんじゃなかろうかと思ったわけでありますし、やっぱりうまみ成分、たんぱく含

量とかいろんな意味でこの特Ａの基準があるんだろうとちょっと思うたんで、調べて分かれば後でも

お願いしたいと思います。 

  今この質問をしたんで、次にありますように「宇宙米」のブランド化について具体的な戦略を伺う

ということの中で、やはり今新聞にも出て、宇宙米ということ、玖珠の皆さんも宇宙米ということで

非常に話題になっておりますけれども、実際今、（仮称）「くす 天空の輝き」というブランドで売

り出すんだろうと私は認識しているんですけれども、そこら辺であと３年をめどにブランド化すると

いうことでございます。「宇宙米」でブランド化にするのか「くす 天空の輝き」、これを早めに

やっぱり商標登録というんですか、そういう形をして、どういう付加価値を、宇宙の技術を使って適

正な最高のお米を作り上げるというのが目的だろうと思いますけれども、そうした中で、やはり特Ａ

を超える基準を聞いたのは、その特Ａの基準を超えるだけのうまみと高品質であるとかいう、そこに

付加価値をつけていくのに何をブランド化にするためには目印というんですか、それを立ててやっぱ

りしていく必要があるんだろうと思いますけれども、そうした意味でどういう戦略を持っているのか、

お伺いいたします。 

○議 長（大野元秀君） 横山みらい創生課長。 

○みらい創生課長（横山芳嗣君） お答えをいたします。 

  「宇宙米」ブランド化についての具体的な戦略につきましては、９月議会において議員から同一の

御質問がございましたので、重複があるかもしれませんが御了解を願います。 

  戦略そのものは変更ありませんので、スケジュールにより説明させていただきたいと思います。 

  まず、県西部振興局と玖珠町の職員による宇宙ビジネス事業担当チームを９月に発足し、ブランド

化に伴う３つの目標共有を図りました。また、町長の行政報告にもありましたが、10月に先進地であ

る青森県へ視察研修に行き、開発担当者や栽培農家から生の声を聞いたところでございます。11月に

は行政以外の外部の方と合同での初めての会議を開催し、プロジェクトが始動したところです。これ

までの経過の中で判明していることですが、衛星データは田植前の水張り水田の状態で撮影されたも

のがよいため、栽培日誌や土壌調査に向けた準備を進めておくことになります。 

  連携協定を結んだ企業が事業主体となっている経済産業省のプロジェクト事業が採択されましたの

で、令和５年秋産に試作第１号が栽培できる計画としていますので、生産農家へ情報開示できるよう

取り組みたいと思います。 

  以上でございます。 



 53

○議 長（大野元秀君） ９番宿利忠明君。 

○９ 番（宿利忠明君） 試験的にやる農家もできたというような新聞報道もありましたけれども、秋

に第１号が誕生する。私が今聞きよるのは、その後です。できたのをどう皆さんに高品質の販売、ぜ

ひ農家の収入につなげるというのが最終目標だろうと思うんですけれども、そうした中で、「宇宙

米」で売り出すのか、最初から「くす 天空の輝き」としての銘柄で売り出すのか、それを決定して、

それで、ということ、特Ａを超えるおいしいお米であるとか何か特に目玉がないと、皆さんが納得で

きないんじゃなかろう。そうした戦略を伺いたいという質問であります。 

○議 長（大野元秀君） 横山みらい創生課長。 

○みらい創生課長（横山芳嗣君） お答えいたします。 

  「宇宙米」か「くす 天空の輝き」かということでございますが、その辺は、まだ具体的にどのよ

うにするということは決まっておりません。今現在行っていることは、衛星データを活用してどのよ

うに高品質な米ができるか、それを行っていきたいというふうに考えておりまして、９月の議会の繰

り返しになりますが、まず土壌調査、肥沃度８％以下の土地を選ぶ、それから収穫時期をいつ頃にす

るか、それからたんぱく質、青森県の場合は6.4％以下ということでございますが、そのたんぱく質

を幾らに落とすかということをまだ今からやっていくことでございます。 

  先ほど農林課長からありました宮若市の品質ですが、結果を見させていただいたんですが、多くが

７％、８％のたんぱく質ということで、これを超えるということが非常に玖珠米としてメリットがあ

るのではないかなというふうに思っております。 

  また、その後どのように売り払う、やっていくかということは非常に大切なことと思うんですが、

来年１年は衛星データと実際の圃場とのマッチング、いわゆるＡＩに、データそのものはございます

ので、ＡＩと玖珠のどのようにマッチングするかというデータを覚えさせるということが来年の事業

と思っておりますので、それをしながら並行してどのようにやっていったらいいのかなというのはま

た今後検討していきたいというふうに思っております。 

○議 長（大野元秀君） ９番宿利忠明君。 

○９ 番（宿利忠明君） 最終的に農家の所得向上というのが、もちろん初めての試みですので、今、

課長が言ったように、まず植えてみて作ってみてというのが大事な事業じゃろうと思うんですけれど

も、やっぱりそれをいかに高く売るかというのが最終目標になるんで、来年からそれの作付を開始す

れば秋には第１号ができるというような報道もあるわけですけれども、できた米をどうＰＲして高く

売るかということも併せて考えていただきたいということで今回こういう質問をしたわけであります

し、ちょうど今朝のまた大分合同新聞に、機能性の優れた米栽培をということで新潟薬科大応用生命

科学部特任教授の大坪研一さんという方の記事が載っておりました。この中に、米がいろんな機能が

あるということで、腸内環境の保全、気分を安定させる抗鬱機能、糖尿病予防の血糖上昇抑制、がん

を抑制する抗酸化機能とか、メディカルライス、医療米としての普及に力を入れているという、この

方が、経歴を見ましたら中津市の生まれなんですね。そうした方の意見も取り入れながら、この面で
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もこの宇宙米はより優れたとかいうことも一つのブランド化のあれになるんじゃなかろうかと考えて

おります。 

  ぜひ、併せていかに高く売るかということも、もちろんいろいろやってみらんと分からんと。一生

懸命来年は応用してうまく作ろうというのが第一であろうと思いますけれども、併せてこういうこと

も考えていただきたいと思っております。 

  次に、宇宙ビジネスのプロジェクトチームについて伺う。今、課長のほうから答弁の中にも少しあ

りましたが、合わせて２つのチームができたということでありますので、もう簡単でいいですから、

どういうことをやりますということでお願いをします。 

○議 長（大野元秀君） 横山みらい創生課長。 

○みらい創生課長（横山芳嗣君） お答えをいたします。 

  本年９月21日に玖珠町・宇宙ビジネス事業担当チーム発足式を行いまして、人工衛星データを活用

したブランド米作りに取り組むチーム「アポロ」と、玖珠産の食材を使用した宇宙食の開発や町内の

飲食店での提供などに取り組むチーム「ビッグバン」を結成したところでございます。 

  チーム「アポロ」は、農林課、みらい創生課の職員に加え、大分県西部振興局の普及指導員の職員

の計８名で結成しております。一方のチーム「ビッグバン」は、農林課、みらい創生課、商工観光政

策課、子育て健康支援課、給食センター職員の計７名で結成しております。 

  ビッグバンは、玖珠米を活用したメニュー開発に伴う玖珠米のＰＲ活動も行っています。現在、Ｏ

ＢＳと玖珠町のコラボによる番組「かぼすタイム」の中で企画を進めていまして、玖珠米を活用した

新メニューの開発や有利販売によって玖珠米の魅力化アップにつなげていきたいと考えています。 

  以上でございます。 

○議 長（大野元秀君） ９番宿利忠明君。 

○９ 番（宿利忠明君） ぜひ有効に活躍されますことをお願いしておきます。 

  それでは、次の質問に入らせていただきます。 

  コミュニティスクールについて…… 

○議 長（大野元秀君） 宿利議員、執行部のほうから答弁があるそうなんです。 

  藤原農林課長。 

○農林課長兼農業委員会事務局長（藤原八栄君） 先ほどの特Ａのことなんでございますが、特Ａにつ

きましては、一般社団法人日本穀物検定協会が毎年２月に発表されております米の食味ランキングは、

炊飯した白米を試食して評価する食味官能試験に基づき、米から毎年、全国規模の産地、品種につい

て実施をされておるようでございます。食味試験のランクは、複数産地のコシヒカリのブレンド米を

基準米とし、これと試験対象産地品種を比較して、おおむね同等のものをＡ’、基準米より特に良好

なものを特Ａ、良好なものをＡ、やや劣るものをＢ、劣るものをＢ’として評価を行い、この結果を

毎年食味ランキングとして取りまとめて発表されているものでございます。 

  以上でございます。 
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○議 長（大野元秀君） ９番宿利忠明君。 

○９ 番（宿利忠明君） 食べてみておいしいかおいしくないかで審査員が特Ａとか、成分的にという

ような基準はないということですか。はい、分かりました。できたらそれにも宇宙米を出してみてと

いうことも考えられていくのかなという、私、基準的にミネラルが何ぼとかあって、それをクリアし

たのかなというような考えを持っていたんですけれども、審査員が食べておいしいかおいしくないか

という審査なら、ぜひおいしいお米ができるように祈っております。 

  それでは、次の質問であります。 

  コミュニティスクールについてであります。 

  玖珠町で今年の10月29日に全国大会が行われたわけでありますし、お話の中から、こうした全国の

大会が開かれたのは大分県で初めて、玖珠町、町でも最初というような話を聞いて、すばらしいこと

だなという思いをしたわけでありまして、非常に盛会裏に終わったわけでございます。講演のほうも、

代理というんですか、急遽講師の都合で金館長さんに替わられたということでございますけれども、

私としてみれば代打満塁ホームランというような快挙ではなかったのかと感じたわけであります。十

分に玖珠町の魅力を発信するいい講演であったと私は感動したわけであります。 

  その後、こいのぼりのくぐり抜けの会場に行ってみたら、皆さん笑顔で、あっここにこいのぼりが

あるとか、こうしたことだったかと何か納得したような顔をして皆さんくぐり抜けを楽しんでおられ

たので、本当にいい講演だったなというふうに感じたところでございます。 

  その中で、そうした意義のある大会であったんですけれども、この効果について伺うということで

ございます。方々で非常に反響もあったんだろうと思いますけれども、この効果について伺いたいと

思います。 

○議 長（大野元秀君） 秋好教育政策課長。 

○教育政策課長（秋好英信君） おはようございます。それでは、お答えをいたします。 

  町長の行政報告と重複する点もございますが、10月29日に全国コミュニティ・スクール研究大会と

文部科学省主催の地域とともにある学校づくり推進フォーラムが合同開催されまして、北海道から沖

縄県まで全国各地より600名に及ぶ来場者と、ライブ配信を含めまして約1,200名の参加がございまし

た。無事に終わり安堵しておりますが、全国コミュニティ・スクール連絡協議会のメンバーや文部科

学省からも、受入れ自治体として非常に高く評価をされているところでございます。 

  議員申されましたとおり、急遽、講演が金成妍館長にお願いをいたしましたが、館長の講演内容が

実にすばらしく、玖珠町にとって久留島武彦を全国にＰＲする絶好の機会となりました。既に、金館

長への講演依頼を含めまして、玖珠町の先進的な学校運営について学びたいといった問合せも来てい

るところでございます。 

  今回のフォーラムを通じまして多くの参加者から言われたことでございますが、地域の方々の理解

や協力がすごいと、それから行政と町民の一体感を感じます、それから、くす星翔中学校の先進的な

取組はまさにコミュニティ・スクールの模範でありますねというふうな形で、全国協議会の方だけ
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じゃなく文部科学省からも絶賛をされ、大変大成功だったと実感しております。 

  また、当日はメルサンホール入り口にウエルカムボード、地域おこし協力隊による花手水のおもて

なしに加えまして、観光情報や日本遺産やばけい遊覧、伐株山・角牟礼城跡など文化遺産のＰＲ展示

も行いながら、玖珠町の魅力発信にも努めてきたところです。 

  なお、効果ということにつきましては、金額等までの分析はできておりませんが、町内のホテルは

ほぼ満室状態でございましたし、飲食、弁当ほか、物品販売では久留島武彦の関連書籍も153冊ほど

販売されました。また、美山マルシェ、海賊かりんとう、久留島・機関庫クッキーなども完売状態で

したので、町のＰＲを含めましてかなりの経済効果があったのではと感じているところです。 

  以上です。 

○議 長（大野元秀君） ９番宿利忠明君。 

○９ 番（宿利忠明君） 非常に経済効果もあったということで、私、そこまでは効果の中には入れて

いなかったんですけれども、非常に玖珠町として大いに意義ある大会だったろうと感じているところ

でございます。 

  そうした中で、コミュニティ・スクールの大事さとか必要性を、古後小学校も遅まきながらこの前

発足したわけでありますし、教育長さんも見えられたということでありました。その中で、古後小学

校の振興についてということで説明がございましたけれども、これにつきまして具体的に伺いたいと

思います。 

○議 長（大野元秀君） 秋好教育政策課長。 

○教育政策課長（秋好英信君） それでは、お答えいたします。 

  古後小学校の振興策につきましては、９月の一般質問で他の議員から極小規模校の存続対策はとい

う問いに対しまして、教育長より様々な方法の一つとして考えをお示ししてきたところでございます

が、この間、定例教育委員会議でも熟議を設けまして、小規模校存続に向けた対応策について議論を

重ねてまいりました。 

  委員会としましては、地域の核となる小学校は残していくという基本方針を用いながら振興策とし

て何ができるかを協議しながら、８月24日には教育委員会職員と古後地区有志の方々と意見交換を

行ったところでございます。 

  地域としましては、できれば学校を残したい、地域の魅力アップをしていきたいという熱い思いを

肌で感じたところですが、一方で児童、保護者の意向は最大限尊重する必要があるという意見も出さ

れたところでございます。 

  そのような中で、教育委員会より３つの柱として、１つ目、地域と学校をつなぐ学校運営協議会

（コミュニティ・スクール）の導入、２点目といたしまして、古後地区以外から古後小学校へ通学で

きる小規模特認校制度の導入、３点目といたしまして山村留学制度の取組可能性について具体的に提

案をさせていただきました。途中経過の報告となりますが、11月１日に古後小学校運営協議会が正式

に設置されまして、法的にも地域と学校が連携できる環境整備が整ったところです。 



 57

  なお、小規模校特認制度につきましては、11月29日に定例教育委員会の承認を得まして要綱を制定

いたしましたので、今後、校長会を通じまして町内の出校家庭に対する周知も含めて、来年度の入学

募集に対応できるよう準備を進めている段階でございます。 

  小学校の通学区域は基本的に住所地、いわゆる自治区ごとに定められておりますが、この小規模校

特認制度は、小規模校のよさを生かした特色ある学校運営を進める学校に、指定区域外の町内全域か

ら通学することが可能となる特例制度です。静かな古後の環境の中で学びを希望する児童、保護者に

とっても効果的なものになればというふうに考えております。この制度を最大限活用することで、古

後小学校への振興につながることを期待しております。 

  なお、山村留学制度につきましては課題も多く、地域の方々の御理解、御協力が不可欠でございま

すので、引き続き研究を重ねながら、令和６年度の開設を目指して取組を進めたいと考えております。 

  また、これは構想段階ですが、これも地域の方々の御協力を得ながら、学校施設を利用した林間学

校であったりとか、サマーキャンプのような都市との交流事業などもできればいいかなというふうに

考えているところです。 

  以上です。 

○議 長（大野元秀君） ９番宿利忠明君。 

○９ 番（宿利忠明君） 今年は全校生徒が３名ということですね。どうなるんだろうかというような

心配もして、地域挙げて学校を支える会という会を立ち上げて、これは集落支援員の宿利和昭さんが

努力して地域の各種団体に呼びかけ、同意を得て支える会、その仕事の環境整備、それから３名で運

動会もできないというようなことがあって、地域を挙げて合同運動会、本当に小さな学校の大きな運

動会と私は感じたわけでありますけれども、そうした意味で支えてきた中で、法的なコミュニティ・

スクールが必要ではなかろうかというような提案もあって今回そういう形になって、今回はそうした

特認校制度、また山村留学も考えられるということで、ぜひとも、こうした中で運動会もできた、そ

れから総合学級もあり、先日は神楽の発表会、それからリコーダーをした巡回音楽公演とか、やはり

学校があるからできたという強い思いがあります。やっぱり文化の地域にとっては学校があるとない

とでは随分違ってくるなという感じがしているわけでありますし、また来年は２名になるというんで、

今、課長も言ったように保護者、子供たちの意見は尊重しながらも地域としては何とか学校を残して

いきたいという熱い思いがあるわけでありますし、そのことについて、今さっきも夏季の林間学校と

いうような構想も出ましたけれども、今ある中学校跡地、あれは当時木造ということで、私たちも建

設委員をしておりまして、いろんな木造の学校を見させていただいて、いいとこ取りで造った立派な

学校であります。そうした中で、林間学校ができれば都会の子供たちも随分と喜ぶんじゃなかろうか

というような感じもしておりまして、そうした意味で地域の協力はしっかりとやらせていただきたい

と思っております。 

  そうした意味で、もう具体的に、時間もありません。教育長に総括的にお願いしたいと思います。 

○議 長（大野元秀君） 梶原教育長。 
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○教育長（梶原敏明君） 今、議員さんからいただいた学校があるからということが全てキーポイント

と思います。地域は学校と共に、地域と共にある学校づくりということで、11月１日から古後小学校

もコミュニティ・スクールということで正式に法的に認定されました。 

  学校は、古後地区にとって唯一の公共の建物でございます。その学校の役割と申しますと、やっぱ

り皆さんのふるさと、母なる学校でございますし、この学校がやっぱり防災の拠点にもなっています。

それで、今回皆さんと協議する中で、学校の在り方、また学校をどうするかという振り返る中で地域

の在り方、また地域の方々の団結という、一層深まったんじゃなかろうかと私なりに思っていました

が、やっぱり学校があるからこそ地域がということで地域づくりができるといいます。私どもも、学

校だけの視点じゃなくて地域づくりという視点で、そしてまちづくりという視点で町長と一緒に連携

を組みながら、タッグを組みながら、古後小学校の発展、そして玖珠町の発展のために全力を尽くし

て教育の立場からやっていきたいと思います。ありがとうございます。 

○議 長（大野元秀君） ９番宿利忠明君。 

○９ 番（宿利忠明君） ありがとうございます。 

  もう少し時間がありますので、同じ古後出身の町長にもお伺いしたいと思います。 

○議 長（大野元秀君） 宿利町長。 

○町 長（宿利政和君） 学校の運営等々につきましては先ほど教育委員会のほうから答弁を申し上げ

たとおりでございますが、私も、地元の住民の一人としても、また子供を持つ親としても、小学校、

学校の意義というのは十分分かっておりますし、地域の元気づくり、まちづくりのためには、やはり

学校を中心とした地域のコミュニティが重要だというふうに思っております。 

  教育委員会のほうで基本的な構想を立てながら、町長部局のほうでもやっぱり財政支援等々もあり

ますので、まずは地元古後地域の方を中心に様々な協議をいただき、財政支出となればまた町民の皆

さん全体の御理解もいただくことになりますので、議員をはじめ議員各位、また御理解、御協力を賜

りたいと思っております。どうぞよろしくお願いいたします。 

○議 長（大野元秀君） ９番宿利忠明君。 

  ３分を切っております。 

○９ 番（宿利忠明君） ありがとうございました。 

  本当に地域を挙げて学校をやっぱり盛り立てていこう、頑張っていこう、それが地域づくりにつな

がるということにもなろうと思っておりますので、力を合わせて頑張っていきたいと思います。 

  今後ともよろしくお願いをいたしまして、私の一般質問を終わらせていただきます。 

○議 長（大野元秀君） ９番宿利忠明君の質問を終わります。 

  次の質問者は、１番横山弘康君。 

○１ 番（横山弘康君） 議席番号１番横山弘康です。 

  師走を迎え、今年も１年を振り返る季節となりました。新年早々の町長選挙で宿利町長の再選、山

間地を中心に集中豪雨による農地等災害、コロナ禍の中、ウィズコロナとして様々な行事の再開、全
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国コミュニティ・スクール研究大会、宇宙ビジネス、包括連携協定や台湾彰化市との友好交流協定締

結などが振り返られます。 

  それでは、通告に従いまして質問をいたします。 

  最初に、九州自然歩道の管理者である大分県等との整備状況や活用状況について質問をいたします。 

  この質問は、令和２年９月定例会、令和３年９月定例会で質問したところであります。令和３年９

月の定例会では、九州自然歩道の麗谷へ下りる急勾配歩道について、木製階段での整備や手すりが設

置されたことの報告、麗谷へ向かう自然歩道は勾配が急な箇所が多く、現地調査を何度か行う中、散

歩感覚で一般的な運動靴などで歩道を歩くのは注意が必要であること、麗谷へ向かう歩道以外の他の

自然歩道のコースも含めて歩道整備などのハード事業が必要な箇所が多く、管理者である大分県と協

議を行い、整備したいとありました。 

  また、活用計画としては、観光動画を作成し自然歩道をＰＲしていくとともに、アフターコロナに

向けた具体的な活用について、大分県や関係集落、歩道の整備をしている人々の意見を聞き、協議し

ながら進めていきたいと回答いただいています。 

  そこで、回答にあった自然歩道のハード事業について、大分県との協議結果に基づいた整備状況と、

観光動画によるＰＲの内容、関係集落や整備支援をしている人たちとの協議状況とその結果について

伺います。 

  まず、県との協議結果、整備状況についてお伺いいたします。 

○議 長（大野元秀君） 藤井商工観光政策課長。 

○商工観光政策課長（藤井正盛君） お答えいたします。 

  九州自然歩道の管理は、大分県と玖珠町とが管理委託契約を結び、内匠地区、鳥屋地区、須山地区

と万年山バイオトイレ等の管理を行っております。毎年54万8,676円で受託し、地元の地域の下刈り

委託やトイレの管理を発注しているところでございます。最近では、議員さんおっしゃるとおり、令

和２年度に麗谷の流域へ向かう歩道の整備をいたしましたが、その後、大きな整備は行われておりま

せん。大分県との協議についても、その後、現状では進んでいないのが現状でございます。 

  以上です。 

○議 長（大野元秀君） １番横山弘康君。 

○１ 番（横山弘康君） 一番大事な県との協議は、これから進めていく必要がもう本当にあるんだろ

うと思います。せっかくある九州自然歩道が何もＰＲされない、また整備がされないということであ

れば、先ほど宿利議員さんの中にも伊能忠敬の歩いたコースというのは、まさにこの自然歩道の部分

なんですよ。特に内匠から屏風岩、茶屋場跡、そして弓の木に出て、そして麗谷を支線として、そし

て耶馬渓町のほうに向かうという、まさに昔からの中津街道であり、とても風光明媚なところです。

これがやっぱり生かされるような方法を考えてほしいと思います。 

  それから、観光動画でのＰＲをされるということでしたが、それがされているのか。また、古後の

関係者との協議、結果という部分がありますが、私も地域の人たちと一緒に関わっている部分があり
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ますので、そういう話はまだ全然聞いたことがないんで、その部分もちょっとお聞かせ願いたいと思

います。 

○議 長（大野元秀君） 藤井商工観光政策課長。 

○商工観光政策課長（藤井正盛君） お答えいたします。 

  昨年、御質問の一般質問で受けました。その後、観光協会とも現地を調査いたしましたが、なかな

か入っていけないという箇所がございまして、今、観光協会ともドローンを飛ばして観光動画をした

いということで今協議している最中でございますので、ぜひともそういった部分についても進めてま

いりたいというふうに思っているところでございます。 

  以上です。 

○議 長（大野元秀君） １番横山弘康君。 

○１ 番（横山弘康君） 課長が早急にしたいということの回答だろうと思いますので、期待をしてお

きます。 

  本当にここを歩いたら、できれば、前にも提案をしたんですが、ウオーキングとかトレッキングの

そういう部分のコースとして紹介することも本当に必要なところだと思いますので、通れないという

のは、きっと私が思うのには茶屋場跡のところかなと。それから須山に出るところかな、椿ケ原の辺

りかなと思いますけれども、あとのところはほとんど通れるんで、早い整備をお願いしたいと思いま

す。そのことについてよろしくお願いをしたいと思います。 

  私たちも、これまでと同様に支援できるところは支援していきたいと思います。今後も経過を注視

していきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

  次に、景勝地の景観整備支援事業の取組について質問します。 

  このことについては、先ほど宿利議員の質問と重複するところもあろうかと思いますが、私自身、

実際に景観整備などについていろんな人たちと共に活動しておりますので、そういう意味から私なり

の思いを交えながら質問をさせていただきたいと思います。 

  町内は自然環境に恵まれ、散策や眺望を楽しむことができる観光スポットが多くあります。その代

表が、国指定名勝耶馬渓の中でも特に景勝地と呼ばれる部分です。その多くは奇岩を中心とした自然

景観です。しかし、年月がたって、日常の管理では支障木等により、その姿を維持できなくなってい

るところが多くあります。 

  景勝地指定当時の姿をよみがえらせようと、コミュニティなどの団体やグループ、個人など多くの

人々が努力をしています。景勝地指定時の姿をよみがえらせること、また江戸時代末期に造られたと

いう三郡名所杖というのの復元図を見せていただきましたが、ほとんどが奇岩がそのまま残っている

部分です。竈ヶ岩、それから坂の上の景、鶴ヶ原とか、いろんなところがそういう形で残っておりま

す。そのような姿をよみがえらせたいと思っておりますが、また必要となっています。 

  幸い、景勝地の多くは、自然公園法や文化財保護法、森林法等により無断伐採等の現状変更は法律

違反として厳しく制約されています。町の各担当者により現状変更、申請等の手続支援が得られて、
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大変ありがたく思っています、幸いなことにですね。景勝地の多くはそういうことになっていますが、

今は観光政策課や社会教育課、いろんなところが関わってくれてその現状変更申請等の手続をしてい

ただいておりますので、大変ありがたく感じています。 

  景観の復元のため、自分たちでできる簡易な伐採作業等については、多くの個人や団体の皆さんが

関わってくれています。しかし、これらの人々の力では困難な危険箇所での伐採等には、専門業者の

方の力が欠かせません。また、そのための多額の伐採費用等が必要となっています。 

  そこで提案ですが、森林環境譲与税を原資とした大分県の景観資源再生事業をはじめ、そのほかに

も様々な景観整備のための事業などがあるようにあります。これらの事業を積極的に取り入れ、景観

をよみがえらすための支援として計画的な整備をする考えはないか、伺います。この部分はちょっと

先ほど宿利議員からもあった部分ですが、改めてお聞きをしたいと思います。 

○議 長（大野元秀君） 藤井商工観光政策課長。 

○商工観光政策課長（藤井正盛君） お答えいたします。 

  町内の景勝地につきましては、名勝耶馬渓を中心に立羽田の景や鶴ヶ原の景、竈ヶ岩の景など、裏

耶馬渓も含めて夏は新緑、秋は紅葉と多くの観光客の癒やしの場となっております。 

  景観整備につきましては、地元要望を踏まえながら、支障木撤去や遊歩道整備を進め、その財源に

ついても大分県の景観関連補助事業を活用してきたところでございますが、玖珠町の自然景観は重要

な観光資源と考えておりますので、議員さんも申された森林環境譲与税の活用も含めた予算化を検討

するなど、引き続き計画的に景観保全を行ってまいりたいと考えております。 

  以上です。 

○議 長（大野元秀君） １番横山弘康君。 

○１ 番（横山弘康君） 分かりました。期待をしておきます。 

  次に、歴史民俗資料の公開について質問をいたします。 

  町内で発掘、発見された埋蔵文化財をはじめ、個人からの寄贈あるいは町によって収集された古文

書や古絵図、また歴史編さんに伴って収集された資料などが現在どのように保存、保管、管理されて

いるのかを伺います。 

○議 長（大野元秀君） 和田社会教育課長。 

○社会教育課長兼中央公民館長兼Ｂ＆Ｇ海洋センター所長（和田育男君） 保存、管理につきましては、

古文書や古絵図などはわらべの館で保存していますが、久留島武彦記念館、豊後森藩資料館のほかに

は、資料館の要件や環境を満たす施設がありませんので、役場別棟２階の資料室や八幡小学校跡など

の公共施設に分散して保管しているのが現状です。とりわけ、八幡小学校跡を活用して、文化財に関

する書籍、町史編さんに係る資料を集約させ保存、管理の一元化に向けて、分散している資料の整理

を段階的に行っているところでございます。 

  また、埋蔵文化財につきましては別棟２階の資料室、モラロジー跡に保管していますが、数や種類

が多いのに加え、まだ展示に向けての整理が十分できていない状況なので、整理ができたものから随



 62

時、八幡小学校跡へと移動させていきたいと考えているところでございます。 

  さらに、計画的に棚の設置や空調などの整備も併せて行い、良好な環境で保管、保存、管理を行っ

ていきたいと考えているところでございます。 

  以上です。 

○議 長（大野元秀君） １番横山弘康君。 

○１ 番（横山弘康君） 貴重な歴史的な資料がいろんな場所で管理されているということ、その資料

は町民の共通の財産だと思います。その保管、保存には、専門的な見地に基づいた適切な管理が必要

ではないかと思います。また、それらの資料は広く町民や多くの人に公開されるべきものだと考えま

すが、現在の状態ではあまりそういう状況にはないのかなと思いますが、今後、公開するための計画

があるのかを伺います。 

○議 長（大野元秀君） 和田社会教育課長。 

○社会教育課長兼中央公民館長兼Ｂ＆Ｇ海洋センター所長（和田育男君） 文化財の活用につきまして

は、わらべの館の中に設置しています豊後森藩資料館で角牟礼城跡、旧久留島氏庭園に関連する出土

遺物の一部を展示しております。これまで、期間を定め特別展示等も開催しているところでございま

す。また、不定期ではございますが、豊後森藩にゆかりのある書物や資料などを展示し、併せて整理

室の作業を行っているところでございます。 

  さらに、豊後森藩、角牟礼城跡、伐株山に関係する出土品などにつきましては、各小中学校と調整

しながら社会科や理科の授業で活用を行い、本年度は塚脇小学校や古後小学校と八幡小学校で文化財

担当職員による出前授業等を実施しました。 

  さらに、八幡地区コミュニティ運営協議会の依頼を受け、先ほど議員さんのお話にも出ましたよう

に、八幡の歴史学習会という講座にも出向いて文化財を活用した講義なども行ってまいりました。 

  歴史民俗資料等につきましては、先ほど回答しましたように町内数か所に分散しており、その分類

作業や整理なども直ちに公開するレベルまでには達していないと思われ、十分でない状況でございま

す。また、一般公開となりますと場所や方法などの課題もありますが、貴重な歴史民俗資料等を保管

しているだけでは歴史的価値の認識、次の世代に引き継ぐ責務等の目的を十分に果たすことができな

いと考えております。このため、本来なら多くの皆様が利用できる歴史民俗資料館の建設が望ましい

のですが、当面は八幡小学校の校舎２階、３階の空き教室を活用しながら、そこが公開場所となり得

るかどうかを検討していきたいと考えているところです。 

  以上です。 

○議 長（大野元秀君） １番横山弘康君。 

○１ 番（横山弘康君） 現時点ではわらべの館での、大きなのはやっぱり豊後森藩資料館というよう

な形でありますが、ここの資料を私、見たんですけれども、ごく僅かなんですよ。ほかにもいろんな

資料を持たれている方が、寄贈したいんだけれどもそういう場所ないよねということが一番のネック

になっているんですね。これは、もう豊後森藩資料館だけでそれですから、他の民族的な資料、そう
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いうものはまだ集められる部分があるんではないかなと考えられます。あそこに人が来たときに、豊

後森資料館と言って私は紹介するのは恥ずかしいぐらいだと思っております。 

  それはさておきまして、小学校などの特定の人、また特定の資料のみの公開が今行われているとい

うことでありますし、公開することが現時点では部分的、消極的な公開に限られているということで

すので、先ほども述べたように、これらの資料は町の歴史や歴史の中における人々の営みの大切な民

俗資料です。町民の大切な財産であることから、その保管、保存は専門的な見地に基づき、適切な管

理環境の中で行われるために、町民はもとより広く公開されるべきものであると思います。 

  先ほど社会教育課長のほうから歴史民俗資料館的なものの話が出ましたが、私のほうからもそれを

提案したいと思いますが、そのためには人的な対応を含めた、ソフト面を含めた対応とハード面、歴

史民俗資料館あるいは博物館的施設を整備することが不可欠ではないかと考えられますが、歴史民俗

資料館等の整備計画が検討されているのかを教育長に伺います。 

○議 長（大野元秀君） 梶原教育長。 

○教育長（梶原敏明君） お答えします。 

  議員から御指摘いただいた内容でございますが、現在、玖珠町においては、文化庁等が認可する博

物館は久留島記念館が担っていますが、それは町全体の歴史文化を包括したものではございません。 

  歴史民俗博物館は、国や各自治体における学術研究の発展及び資料の公開等、一般公衆に対する教

育活動の推進に資するための機関として、歴史資料、考古資料及び民俗資料の収集、保管及び公衆へ

の供覧並びに歴史学、考古学、民俗学に関する調査研究を行うことを目的として、全国各地において

設置されております。 

  玖珠町は、中津市とともに日本遺産に登録され、奈良時代に編さんされた豊後風土記にあります楠

の民話から中世の山城であった伐株山、角牟礼山、また三島公園、森城下町などの有形文化財、それ

とあと各地域、玖珠町の地域における伝承されています楽や神楽、盆踊りなどの無形民俗文化財であ

る伝統芸能等の歴史的文化遺産から、また近代日本を支えた旧豊後森機関庫、さらには玖珠町盆地を

囲むメサ・ビュート、日本でも本当に珍しいバリエーションに富んだ地形の中で育った玖珠独自の歴

史文化がございます。 

  このような玖珠町における歴史文化遺産を、これからの博物館は過去のものを展示するだけの空間

でなく、博物館を訪れた方々がそこで学んで現地に行くことで、そこから子供たちや訪れた皆さんの

未来を考える場として、過去と現在、そして未来の時の回遊と玖珠町全体の歴史文化の回遊を表現す

る場が必要ではないかと考えております。過去のものと思っていた文化財も、輝く未来の遺産となる

ものになるかもしれません。 

  そのためには、博物館を起点に町内から改めて町の歴史、新たな視点で町民の方が学んでいただく

とともに、町外から訪れた訪問者の方には地域に息づく歴史に触れてみていただくことが大事かと

思っています。そのためには何らかの形で歴史民俗資料館は必要と考えております。 

  これにつきましても、先ほど課長が説明したとおり、点在しているいろんな資料等、また議員から
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御指摘あった皆さんが個人で持たれている資料等をきちんと整理しながら、またそれを公開できるよ

うにすることが今後の資料館には必要と思っていますので、この在り方についても教育委員会の中で

今後審議していきたいと考えておりますので、よろしくお願いします。 

  以上です。 

○議 長（大野元秀君） １番横山弘康君。 

○１ 番（横山弘康君） 今、教育長のほうから、歴史の中から学ぶ、未来を考える場として、また玖

珠町全体の歴史からの回遊の場というようなお話をいただきました。そして歴史民俗資料館の必要性

を答えられたんではないかなということで、大変私は前向きな回答だというふうに受け取らせていた

だきます。財源的な課題もありますが、またその実現には困難も見込まれますが、貴重な町の財産の

散逸を防ぐ、また今後新たに発見あるいは収集、寄贈される町の歴史、住民の暮らしの変遷などの歴

史民俗資料が適切に管理、公開されるための施設の整備を検討され、総合計画にもあります文化の薫

るまちづくりとなることを期待しておきます。このことについては、町長の財源的な部分も今後検討

していただけるんではないかなと私のほうで勝手に思っておりますが、よろしくお願いをしたいと思

います。 

  次に、捕獲害獣の処理施設について質問をします。 

  鳥獣被害に関係する質問を私自身、令和２年９月、３年９月の定例会で被害防止策を訴えてきまし

た。イノシシや鹿の大型害獣をはじめアナグマやアライグマなど、被害と捕獲頭数は年々増えている

と聞いていますし、私の周辺でも害獣被害が多くなっていることから、少しでも害獣被害を防げたら

との思いから今年狩猟免許を取得しましたが、駆除した害獣の処理を考えるとき大きな負担を感じ、

猟友会の仲間の皆さんも埋設などに負担を感じていることを知り、この課題について質問をすること

としました。 

  このことについては、令和２年３月定例会で衞藤和敏議員さんが質問されていて、そのときの回答

は、捕獲されたイノシシ、鹿のほとんどは埋設処理が必要となり、捕獲従事者からも処理場や加工所

の意見が出ていることから、先進地研修などを重ね、今後も関係者の意見を聞きながら、なるべく早

い段階での対策を講じられるよう検討したいと考えられています。 

  そこで、令和２年以降２年が経過した害獣の処理状況で変化があったのかどうかなどを含めて伺い

ます。 

○議 長（大野元秀君） 藤原農林課長。 

○農林課長兼農業委員会事務局長（藤原八栄君） それでは、お答えします。 

  玖珠町内におけるまず令和３年度の有害鳥獣捕獲による捕獲頭数は3,743頭で、内訳はイノシシが

589頭、鹿が2,873頭、タヌキなどの小動物が281頭となっております。 

  御質問の駆除された害獣のその後の処理状況についてですが、個体の一部は捕獲員が自家処理をし

ておりますが、多くはまだ各自で埋設処理をされている状況でございます。このため、埋設方法につ

きましては環境に悪影響を与えない場所や方法を選定するように指導をしておるところでございます
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けれども、埋設場所にも限りがあることと、また捕獲員の高齢化が進む中で埋設作業に係る労力の負

担軽減に向けた取組が今も課題となっているというのが現状でございます。 

  以上でございます。 

○議 長（大野元秀君） １番横山弘康君。 

○１ 番（横山弘康君） 変化がなく、その後も加工所などの検討はされていないということだろうと

いうふうに受け止めていいですかね。 

  特に埋設処理が中心とのことですが、アライグマなどの小動物を除いたイノシシ、鹿では、今の報

告では年間約3,500頭近くになるんではないかなと思います。そのほとんどが埋設処理と言われまし

たが、１割が自己処理をしたということで、あとの約９割が埋設処理ということになれば3,150頭が

埋設されたということになります。１頭約50キログラムとしたときには157トンもの処理が必要にな

ります。捕獲者にとっては労力的にも経済的にも大きな負担であります。これは、狩猟者のみならず、

高齢化する中で狩猟者がどんどん減る中で、新たな免許取得をしようという人の大きな足かせになっ

ているのではないかと考えます。害獣対策が遅滞するのではないかと危惧されます。 

  そこで、令和２年３月定例会での回答以降、この処理施設の整備計画がどのように検討され、現在

実行されようとしているのか聞きたいと思います。 

○議 長（大野元秀君） 藤原農林課長。 

○農林課長兼農業委員会事務局長（藤原八栄君） それでは、お答えをします。 

  捕獲鳥獣の処理施設等の整備計画につきましては、その後、玖珠町猟友会の会長や各地区の捕獲班

長との協議を重ねてまいっております。その中で、これまで全国的にはジビエ加工への活用が進む中

ではございますが、処理加工施設までの搬入時間や管理運営方法、加工から販売体制の確立など課題

も多いことから、それに代わる処理方法といたしまして堆肥化施設やペットフードへの活用などの検

討もしてきたところではありますが、現在は、猟友会の方々の要望も踏まえまして、町ではジビエ加

工処理施設から焼却処理施設へ方針を転換している状況でございます。 

  捕獲員の高齢化が進んでおりまして、処理方法については先ほど議員も言われましたように負担軽

減につながる取組が必要だというふうに考えておりますので、また、施設整備を行う場合は設置場所

やランニングコストやマンパワーを含む運営体制の検討が重要となりますので、引き続き、猟友会、

捕獲員を中心に検討を続けていきたいというふうに考えております。 

  以上です。 

○議 長（大野元秀君） １番横山弘康君。 

○１ 番（横山弘康君） 今、検討していきたいということでした。この課題は早急な対応が必要であ

ると考えられます。よく他の市町村ではジビエということで、ジビエだけではもう駄目だよというこ

とはもう農林課のほうでも把握しているようでございますが、特に肥料化とか、今度は焼却を含めた

ということでありますけれども、そういうのも含めて早めに対応していただきたいと思います。早急

に対応されることで農林産物の被害が減少するんではないかと思います。そして、たくさんの方に狩
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猟免許を取得してもらうような啓発も必要ではないかなと思っております。そのためには処理施設、

これは早急な町の大きな課題だろうと思いますので、近いうちに、一、二年後にはできますよという

ような返事がもらえるものと期待をしておきますので、よろしくお願いをしたいと思います。 

  それでは、次に行事計画等の日程調整について質問をいたします。 

  ウィズコロナや第７波の減少に合わせ、この秋、多くの行事が行われましたが、行事が同日に幾重

にも重なり、参加する人、活動する人が分散したり、しっかりとした対応が困難なケースや、これま

で不定期に行っていた地域行事がやむなく変更せざるを得なくなるなどの弊害が出ています。この問

題は、日程調整の問題というのは古くからある問題ですが、特に今年はそういう傾向にあったのでは

ないかなと思っております。町が主催する行事、町が支援し、実質的に事務局的役割を果たしている

団体がたくさんあろうかと思いますが、そういう行事等と地域や観光協会などの団体などの行事との

調整をどのように行っているのか。地域の行事とか観光協会の行事なんか、ある程度年間どのあたり

であるというのは分かっていると思いますので、それは町が把握しているのかですね。そして、庁舎

内、町内行事の情報をどのように把握し、行事等の計画調整をどの部署がどのように調整しているの

かを伺います。 

○議 長（大野元秀君） 山本総務課長。 

○総務課長（山本恵一郎君） お答えいたします。 

  議員御質問にありましたとおり、新型コロナウイルス感染症の第７波の減少段階となった時期には

多くの行事が行われました。 

  町関係の行事の在り方につきましては、過去にも同様の指摘をいただいてきたことも認識しており

ます。町の主催行事、また町が支援し実質的に事務局的な役割を果たしている団体の行事、地域や各

種団体が主催する行事との日程調整は、実質的には町長参加の有無を基調としながら、副町長や教育

長の対応状況を勘案し、担当課におきまして地域や団体等との連絡調整を行っております。 

  現在の状況としましては以上となります。 

○議 長（大野元秀君） １番横山弘康君。 

○１ 番（横山弘康君） 私は、調整は庁舎内全体を統括する総務課ではないかと思います。こういう

状況が起こったのは、職員がどの地域ではどういう行事があっているよということを知らずに、まず

町のことを知らないことが大きな原因ではないかなと思っております。コロナのせいにするのはごく

一部ではないかなと私は思っております。 

  ただ、それのことと庁舎内での情報共有がうまく行われていないんではないかなと思います。各担

当部署との情報共有がうまく行われていればこういうことは防げたのではないかと思っておりますし、

他のまちづくりでも情報共有ができていないのではないかと、まちづくりそのものさえも心配される

状況ではないかと思います。 

  様々な活動に積極的な人はいろんな団体の構成員として、また、当て職で構成される団体には同じ

人が重複されて委嘱されている場合が多く、行事が重なることはそれぞれの行事や活動が十分にでき
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ないことだと思われます。最も大切な、これは事務改善の課題の一つではないかと考えられます。情

報の共有による行事等の日程調整を含めた計画立案が必要ではないかと思いますが、今後、この問題

についていつまでにどのような改善を図るのかを伺います。 

○議 長（大野元秀君） 山本総務課長。 

○総務課長（山本恵一郎君） お答えいたします。 

  現在の調整では、町主催行事の重複は極力避けることはできますが、地域や団体等主催の行事の大

半が日時等が決定された後の日程調整となるため、可能な範囲になることはやむを得ない状況と思わ

れます。しかしながら、行事等の目的達成や地域活性化を図るには、主要行事の重複は極力避けられ

るよう、各部署で情報共有できるように努めてまいりたいと思います。 

  ちなみに、役場内で使用しておりますグループウエア、こちらはスケジュール管理やメール連絡、

公用車・備品等の予約を総合的に調整できるツールシステムでございますが、そのグループウエアを

活用しまして各課の開催予定の行事、イベントなどを一つのカレンダーに入力していますので、こち

らのほうを有効に活用して努めてまいりたいと思っております。 

  以上です。 

○議 長（大野元秀君） １番横山弘康君。 

○１ 番（横山弘康君） 庁舎内の行事は一定ある程度できると思いますが、各担当課が事務局を持っ

ている団体、こういうものの日程も一緒に入れる。それから年間を通じて、例えば10月29日からは滝

の市があるよとか、11月第１日曜はかまどヶ岩祭りあるよとか、10月の第４日曜には大御神社の祭り

があるよ、10月５、６には船岡、亀都起神社、いろんなあるよとか、そういうこともひっくるめて覚

えておくことが必要ではないかと思います。 

  大きな行事が重なるのと、小さな地域でも一生懸命しているところがありますので、影響のない範

囲でするのであれば構いませんが、わざとそこに当てるんじゃなくて、そこが重ならないようにする

のがやはり私は必要ではないかと思います。 

  今後もこの問題については、これはもう昔から言われている問題ですけれども、一時よくなってい

たんですよ。それがどういうことか最近になってこういう状況になったんで、ちょっと気になって質

問させていただきました。今後改善されるということを期待しておきます。 

  最後になりましたが、来年が町民の皆さんにとってよりよき年となりますことを祈念して、私の質

問を終わります。 

○議 長（大野元秀君） １番横山弘康君の質問を終わります。 

  ここで昼食のため休憩します。 

  午後１時から再開します。 

午前11時42分 休憩 

△ 

今後１時00分 再開 
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○議 長（大野元秀君） 休憩前に引き続き会議を再開します。 

  次の質問者は、８番石井龍文君。 

○８ 番（石井龍文君） 議席番号８番石井龍文です。 

  議長の許しを得て、一問一答で質問させていただきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

  早いもので、残り１か月を切りました。コロナ感染は第８波を迎えて予断を許さない状況でありま

すが、経済活動を優先するように前向きに取り組んでいくべきではないでしょうか。 

  早速質問に入りたいと思います。 

  宇宙ビジネス事業、これ非常に町長肝煎りの事業で、私ら農家も非常に期待を大にしております。

特に私は米農家で、米が高く売れることを期待しております。そこら辺を含めまして質問させていた

だきたいと思います。 

  近年、農業も近代化を目指して、新しい栽培技術などを駆使した取組が全国的に進んでいます。特

に、スマート農業が導入されつつあります。農業人口の高齢化による離農者の増加が非常に懸念され

て、担い手にかかる負担が増すばかりであります。これからの農業は、ドローンによる農薬散布や自

動操舵システム搭載の田植機やトラクターなどで省力化を進め、大規模化、低コスト生産による経営

の安定化が望めるようになってきております。 

  早速ですが、このたび取り組むようになった衛星利用の目的、方法等をお伺いいたします。よろし

くお願いします。 

○議 長（大野元秀君） 横山みらい創生課長。 

○みらい創生課長（横山芳嗣君） お答えをいたします。 

  プロジェクトの目的は、ブランド化による生産者の所得向上や、それに伴う耕作放棄地の解消を考

えています。今年のくす米の価格は、ひとめぼれの１等米が30キロで5,800円ですが、先般の視察で、

青森県の青天の霹靂は７年連続で特Ａを獲得し、販売価格は60キログラムで１万5,000円とお聞きし

ました。 

  玖珠町においても、マスコミ等を含めたＰＲ戦略を確実に行い、厳しい基準に合致した米が生産で

きれば、玖珠米もいい勝負ができるのではと改めて感じました。青天の霹靂に負けない価格が設定で

きるよう、販売先の開拓等を含め行っていきたいと考えています。 

  とりわけ、土壌調査やデータ活用により、おいしさの指標でありますたんぱく質の含有量が確認で

きるという機能は翌年の営農指導に役立つと考えますし、生産意欲が高まることにより、耕作放棄地

の解消になればという効果も期待できます。さらに、衛星データを活用した栽培では１等米の比率が

高まることや収穫量アップにつながるとのことから、営農指導を行う方々が自信を持って生産農家へ

指導しやすいといった相乗効果もあったとのことです。 

  生産農家も、スマホで収穫時期が確認できることにより、現地を精査しなくても稲刈り日程が予測

でき、計画的で省力化にもつながる効果が出るものと考えられます。 

  以上でございます。 
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○議 長（大野元秀君） ８番石井龍文君。 

○８ 番（石井龍文君） 目的は、やっぱりブランド化して高く売って農家所得が向上するということ

が非常に大事だろうと思います。事業担当チームのメンバーを見まして、この中でちょっと心配する

のが、農家代表とか農協の指導販売とかが入っていないんで、そこ辺の取組をどういうふうに考えて

いるかお答え願います。 

○議 長（大野元秀君） 横山みらい創生課長。 

○みらい創生課長（横山芳嗣君） お答えをいたします。 

  午前中の質問でもお答えいたしましたチーム「アポロ」につきましては、現在のところ行政関係者

ということで取りあえず進めているところでございます。 

  それから、11月に９月の補正予算をいただきまして、10月からコンサル会社と契約したんですが、

その会議の中では実証実験の農家さんも入っていただけるということなんですが、基本的には、来年

度は衛星データをいかに活用できて米が作れるかというそのまだ先のことよりも、取りあえずどのよ

うに作るかということに主体を入れておりますので、現在はこのようなメンバーとなっておりますが、

今後、当然農協さんや農家さんも入らないとできない課題等もありますので、そこはまた、このメン

バーは固定というわけではなく、やっていきたいというふうに考えております。 

  以上です。 

○議 長（大野元秀君） ８番石井龍文君。 

○８ 番（石井龍文君） それを聞いてちょっと安心しました。やっぱり現場の人がいないと、これも

進まないんで。 

  それと、多分衛星から土地を見て評価するんですけれども、対象地区としては玖珠町全域を見るの

か、ある程度指定したところを見るのか、そこはどうでしょう。 

○議 長（大野元秀君） 横山みらい創生課長。 

○みらい創生課長（横山芳嗣君） 衛生のデータは上から上空で写真を撮るということで、絞っても広

くしてもそんなにお金のほうはかからないというふうなことはお聞きをしております。現在考えてお

りますのは、もう玖珠町全体を撮って土壌調査等を行いたいというふうに考えております。 

○議 長（大野元秀君） ８番石井龍文君。 

○８ 番（石井龍文君） 玖珠町全域をカバーするとなると非常に膨大な資料になるかと。一枚一枚の

田んぼのデータが上がってきて、それを積み上げて多分、二、三年はデータ集積にかかると思います。

だから実際に、本当に「天空の輝き」で売れるようになる、マスコミ報道が先行したような状態であ

りますけれども、ちょっとそこら辺が早過ぎたんかなという気がしておりますが、多分、全域を見る

ということになると、今度は農家にも全農家に対して指導せなならん、そこら辺のシステムづくりが

非常に煩雑になって大変なことになるかなと思うんですけれども、できたら平地の多い玖珠町内の盆

地の部分とかでないと、山間地まで全部入れたら田んぼの枚数だけでもすごい数になるんで、そこら

辺はどういうふうに考えているか、お願いします。 
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○議 長（大野元秀君） 横山みらい創生課長。 

○みらい創生課長（横山芳嗣君） もう議員さん御質問のとおりというふうに思っております。 

  写真そのものは全部撮れますが、あと、その分を地形図、字図というか、農林課が持っています

データと衛星を一緒に合わせて、地番確定とかそういったデータは確かに時間がかかるというふうに

なっております。ですから、やり方としては最初、ある程度それが出る前の数値がもし分かれば、そ

ういったところを集中的に番地を入力して、で徐々に面積を広げていくということが可能かなと思い

ます。いきなり町全体をというのは、それはやっぱり何年もかかることかなと思いますので、まず最

初は土壌である程度いい地区が分かれば、そこを集中的にやっていきたいというふうになるのではな

いかなと思っております。 

○議 長（大野元秀君） ８番石井龍文君。 

○８ 番（石井龍文君） 玖珠町でも、昔から玖珠地区や北山田の浦の原とかいうところは黒土で米が

おいしくないというような固定観念があるんです。それで赤土の山つきの米がおいしいんだというの

が大体の昔からの、私ら農業をしておる中ではそういう判断があるんですが、私も長く米を作ってい

ますが、玖珠の米が本当にあまりにも結構味がよくて、いいお米が取れておりますので、こういう対

策をすることで、また平均化ができてレベルが上がるんだろうというほうに期待しておりますので、

これも非常に大きく期待しております。 

  そこで、販売についてどのように結びつけていく思いがあるのか、お願いします。 

○議 長（大野元秀君） 横山みらい創生課長。 

○みらい創生課長（横山芳嗣君） 販売についてでございますが、青森県の青天の霹靂を視察させてい

ただいたときに向こうの方から言われたんですが、販売先の確保は重要な要素であり、青天の霹靂の

場合は、最初に販売先や金額を決めておいて、販売量に合う生産量で生産調整をしているということ

でございました。ですから、全てをというのではなく、最初はある程度、本当にたんぱく質等の数値

でよりよいやつを取って、それを徐々に広げていくというやり方が価格も暴落しないでできるんでは

ないかなというふうに現在のところ考えております。 

○議 長（大野元秀君） ８番石井龍文君。 

○８ 番（石井龍文君） 一つちょっと心配なのは、玖珠町全域に広げるのが本当は望ましいと思うん

です、全農家が平均してこの恩恵を受けられることが。あまり限定し過ぎると、そこら辺の農家だけ

の利益にしかならないという部分が出てくるんじゃないかなと思うんで、ここは取組方を十分に考え

てもらいたい。その部分の結果で、玖珠町全部の米がやっぱり「天空の輝き」という名称で売れるよ

うな、そういうところまでいってもらいたいなという気がします。 

  多分、今から取り組んでも２年、３年先が本当のレベルに上がっていくんじゃないかなと、データ

を積み重ねていくのがね。といくんじゃないかなと思っております。 

  町長の意気込みをちょっとお聞きしたいんですが。 

○議 長（大野元秀君） 宿利町長。 
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○町 長（宿利政和君） お答えいたします。 

  議員御心配のとおり、お米も白米にした販売価格が青天の霹靂、青森県の分ですが、高いのは５キ

ロで３万円ぐらいだったですかね。ぐらいの販売価格のものもありましたし、安いのは５キロで

3,000円とか10分の１ぐらいの価格のものもありましたので、やはりそれは品質管理によったり限定

されたり、お客様がどういう方を販売相手にしようかということで大きく違ってくると思いますので、

ですけれども、総称して青天の霹靂というふうに呼んでいる売り方もありますから、そういった分で

は相乗効果もあるのかなというふうに思っております。 

  おっしゃるとおり、玖珠町内で取れた本当に限定されたものは高くて、名前も一緒に売って、安い

のもあるけれども、玖珠米としての販売方法というのはあろうかと思いますので、今、産直ネットさ

んが西鉄ストア等に持っていっているもののレベルと、それからやはりデパートとか富裕層の方々に

買っていただく方法等いろいろあると思いますので、ちゃんとした組織を持ちながらその対応はして

いきたいと思っています。 

  先ほどの10キロ３万円というのはちょっと不確かな要素ですけれども、たしかデパートでそういう

のも売っていたような記憶がございますので、一応それだけの差があってもちゃんと売れるというこ

とだと思いますので、取り組んでいきたいと思っています。 

○議 長（大野元秀君） ８番石井龍文君。 

○８ 番（石井龍文君） もう本当、米農家としては非常に期待するところが大でありますので。 

  一番心配するのは、これからそのデータをいかに農家に伝えていって生産していただくか、その部

分が一番ネックになるんじゃないかなという気がします。やっぱり安定した品質のものができること

が一番大事なことだろうと思いますので、ぜひとも、これから大いに期待しておりますので、頑張っ

ていただきたいと思います。 

  非常にコロナ禍で米消費が減少する中、ロシアのウクライナ侵攻で世界経済が大きく狂い、併せて

円安による物価高が追い打ちをかけている昨今、生産現場では資材高騰による生産費の増加、また米

余り傾向が続き、米価が非常に下落傾向にあります。非常に大きなダメージを被っています。農家の

喫緊の課題としては、生産資材の補塡を望むところです。ちょっと質問の内容を逸脱していますが、

これが農家の切実な思いであります。 

  今回の宇宙ビジネス構想を実現するには、データの蓄積を重ねて、ぜひともブランド化等して高く

売れる米を作る、私たち生産者はそれを望んでおりますので、ぜひとも頑張ってやりましょう。お願

いします。 

  次の質問に入ります。 

  観光振興についてであります。 

  ＪＲのデスティネーションキャンペーンが令和６年４月から５月に指定されました。大分県及び福

岡県が指定されております。２年後となりますが、取組を進めているのかお伺いいたします。 

○議 長（大野元秀君） 藤井商工観光政策課長。 
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○商工観光政策課長（藤井正盛君） お答えいたします。 

  今年度、大分県は観光協会等を対象にした大分県観光産業リバイバル事業を実施しております。こ

れはデスティネーションキャンペーンに向けた取組で、１、食の魅力向上、２、観光消費額の増加、

３、２次交通の課題解決、４、インバウンドの推進など、観光をテーマにした事業に取り組むことと

し、玖珠町としても、玖珠観光協会と協力しながら観光消費と２次交通に関する事業に現在取り組ん

でいるところでございます。 

  具体的には、ＪＲ豊後森駅を拠点としてＥバイクの貸出しやサイクリングコースを設定するなど、

豊後森から町内の観光地を周遊できる仕組みづくりをすることにしております。そのため、町内の滞

在時間が延びることによる経済効果を期待して、鉄道をテーマにＪＲと連携しながら豊後森駅、豊後

森機関庫公園を中心とした誘客を行い、町内各観光地への誘導も検討しているところで、その一つと

して、日本童話祭、機関庫まつりに合わせて、今回実施した鉄道模型運転会の開催も来年度予定をし

ているところでございます。 

  そのほか、現在、映画の新海 誠監督の「すずめの戸締り」に登場するキービジュアル的な廃ホテ

ルのドームのモデルは豊後森機関庫ではないかとネットやＳＮＳの中でうわさされ、最近、機関庫公

園を訪れる県外の方も増加しております。聖地巡礼の地として脚光を浴びることになるように、対策

をさらに考えてまいりたいというふうに思っているところでございます。 

  以上です。 

○議 長（大野元秀君） ８番石井龍文君。 

○８ 番（石井龍文君） これが今回２回目になるんですが、前回の期間のときにはどのような効果が

あったか分かりますかね。 

○議 長（大野元秀君） 藤井商工観光政策課長。 

○商工観光政策課長（藤井正盛君） 今回のデスティネーションキャンペーンをする上で、前回行った

部分で見直しをしたんですが、なかなか町内の周遊に向けた部分を含めて効果が得られなかったとい

うような部分でお聞きしていますので、今回は町と観光協会を含めて、関係者を含めて、おもてなし

を含めた部分で対応をしてまいりたいというふうに考えております。 

  以上です。 

○議 長（大野元秀君） ８番石井龍文君。 

○８ 番（石井龍文君） 前回は、僕もちょっと感じたんですが、やっぱりどうしても列車で来て玖珠

町で降りてもらうという部分が足りなかったかなという気がします。それと併せてですが、大分県の

中でも日豊本線、久大本線、豊肥本線、幸いに玖珠町、九重町、日田市とかは久大本線があって対象

となるんですが、せっかくＪＲがこういう企画を持ってくるんで、何とか玖珠町に人が降りてもらっ

て、やっぱり機関庫、森の町並み、久留島記念館、慈恩の滝、また切株山に登っていただいて眺望を

見ていただく、そういう部分をＪＲにプレゼンして、ぜひ玖珠町で下車できるようなコースづくりを

できないかとか、そういうプレゼンをするのも非常にいいかなと思うんですが、先ほどから言われて
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いるのはこっちのほうの受皿的に言われたと思うんですが、ＪＲに対してもやっぱりそういうアピー

ルはどんどんしていっていただきたいと思うし、多分、間に県の商工観光が入っているんだろうと思

うんで、そこも含めてどんどんアピールしてもらいたいと思います。よろしくお願いします。 

  そこで、機関庫公園のことですが、もう周辺整備は非常に十分できているなという気はします。こ

の活用方法がいまいちはっきりしていない。ボランティアの方が土日、ミニ列車を運行する、それか

らガイドの方が団体客が来たらガイドしていただく、その程度で、今年初めて久しぶりに機関庫まつ

りができて、先ほど言ったミニチュアのジオラマを使った展示も非常によかったと思うんで、そこら

辺を含めてこれからの機関庫の今後の取組方というのはどういうふうに考えているのか、お聞きしま

す。 

○議 長（大野元秀君） 藤井商工観光政策課長。 

○商工観光政策課長（藤井正盛君） お答えいたします。 

  豊後森機関庫公園は、平成17年度から27年度の間、用地購入、機関庫屋上防水工事、ミニ列車コー

ス設置、広場の植栽工事等、また機関庫ミュージアム建築等を実施し、周辺では森のクレヨンや森の

米蔵も助成してきたところでございます。 

  そのような中で、新型コロナ感染症の影響により、多くのイベントが中止されてきましたが、議員

さん言われるとおり、本年10月16日に３年ぶりとなる機関庫まつりが開催され、延べ6,000人を超え

る来場客により、まつりがにぎわいました。また、月末の29日にはコミュニティ・スクール全国大会

が開催されることも相まって、その期間に、故岩尾健太郎氏の鉄道コレクションをお借りして森の米

蔵において鉄道模型運転会を開催し、29日はおもてなしの一環でジャンボこいのぼりのくぐり抜けや

河川敷での掲揚を実施しました。天候にも恵まれ、10日間の実績で1,120名の来場があり、大変好評

でした。今後、くぐり抜けは機関庫公園で定期的に開催するよう、現在観光協会と協議しているとこ

ろでございます。 

  また、先ほども申しましたが、令和６年４月からＪＲによるデスティネーションキャンペーンが実

施される中で、鉄道をテーマにＪＲと連携しながら豊後森駅、豊後森機関庫公園を中心とした誘客を

行い、町内各観光地への誘導も検討をしているところでございます。その一環として、日本童話祭、

機関庫まつりに合わせて今回実施した鉄道模型運転会の開催も企画しており、最終的には鉄道模型を

有効活用するような部分についても機関庫公園が魅力アップされ観光ルートの一つとして位置づけら

れれば、定期的な観光客の誘致につながるのではないかと考えているところです。 

  以上です。 

○議 長（大野元秀君） ８番石井龍文君。 

○８ 番（石井龍文君） 非常に前向きに考えていただいておるんで、うれしく思います。 

  例のジオラマを使ったミニトレイン、これ非常によかったと思うんで、玖珠町で常設のジオラマを

作って時々来てもらうとか、それから、もう本当、半分ぐらい借りてどうかならんかなという気は、

もう機関庫にぴったりのものであると思うんで、この前のは、やっぱりあのスペースでやるのはもっ
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たいなかったなという気がするんで、私も70歳にもなるんですけれども、ああいうのはわくわくして、

大変うれしく思いました。ぜひともこれは次に向けていただきたいと思います。 

  一つ、先ほど観光協会にという話が出ていましたが、機関庫まつりの運営は今商工会がやっている

んじゃないですかね。どうでしょう。 

○議 長（大野元秀君） 藤井商工観光政策課長。 

○商工観光政策課長（藤井正盛君） お答えいたします。 

  機関庫まつりは機関庫まつり実行委員会が行っておりますが、玖珠町商工会と連携を取ってやって

いる部分ですが、今回も観光協会を含めた部分での協力体制は取っているところでございます。 

  以上です。 

○議 長（大野元秀君） ８番石井龍文君。 

○８ 番（石井龍文君） 観光のことなんで、やっぱり観光協会が前面に出るべきじゃないかなという

私は気がしておりますが、このかなり施設、ハード事業にお金をかけております。やっぱりこれを何

とか利益につながるようなものになっていかないと意味がないんで、何のためにお金をつぎ込んだか

というのが分からんので、そこら辺はぜひとも前向きに取り組んでいただきたいと思います。 

  次に、台湾彰化市との姉妹都市の締結ができましたが、今後どのような交流を伸ばしていくのか、

お伺いしたいと思います。 

○議 長（大野元秀君） 横山みらい創生課長。 

○みらい創生課長（横山芳嗣君） お答えをいたします。 

  町長の行政報告で報告いたしましたが、台湾の彰化縣彰化市と玖珠町は、彰化市の彰化扇形車庫と

玖珠町の豊後森機関庫との御縁により、11月２日にテレビ会議で友好交流協定を締結しました。今後

につきましては、台湾への入国規制が緩和され、ちょうど来年２月に彰化縣の町ができて300周年の

お祝いが開催されます時期に親善団を結成して訪問したいので、今議会にて補正予算も計上させてい

ただいております。具体的な交流内容はこれから検討していきますが、相互理解と友好を促進するた

め、文化、観光、経済、スポーツ、教育交流等における相互交流を進めていく所存でございます。 

  現在考えられます案としましては、教育の分野について、台湾からホームステイの受入れやイン

ターネットを活用した小中学校の交流事業などが考えられます。観光分野では台湾からの観光客の受

入れや玖珠町からの訪問、農業分野では果実等特産品の輸入や玖珠町からの農産物の輸出などが考え

られます。いずれにしましても、まずは相互に訪問して、よりよい交流にしていきたいと考えており

ます。 

  以上でございます。 

○議 長（大野元秀君） ８番石井龍文君。 

○８ 番（石井龍文君） 私が書いてあるのを全部言うてくれたような気がします。 

  後で町長にもお聞きしたいと思いますが、せっかく姉妹都市ができたんで、私も台湾の高校生を

ホームステイで受け入れたことがあったりするんですが、交換留学生とか、ちょっとお金がかかるか
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もしれんけれどもこちらから修学旅行に行くとか、そういう若い人の交流、それから普通の一般の人

も観光に行っていただく。逆に向こうからも観光にも来ていただくとか、それから農産物の輸出、そ

れから向こうの特産品を輸入するとかいう、そういう交互に利益が上がるような方向性を考えていた

だきたいと思いますので、町長、ちょっと台湾との関係を少しお話し願えたら。 

○議 長（大野元秀君） 宿利町長。 

○町 長（宿利政和君） おかげさまで友好交流の協定を結ぶことができました。 

  先ほど担当課長から言いましたように、今後については様々な交流なり相互の産業振興に向けた取

組というのが想定をされます。そういった意味では、議員各位の中にも台湾と過去にも交流された議

員もいらっしゃるということでございますので、いろいろと御意見、アイデアを伺いながら進めてい

きたいと思ったところです。 

  そういった意味も含めて、まずは親善団を組んで相互に訪問すること、それから多くの町民の皆さ

んが台湾へ行ってみよう、また、向こうから玖珠へ行ってみようというような方々が増えるように、

旅行の交通費の支援等々にも将来は結びつけていければいいのかなというふうに思っているところで

ございます。 

  まずは、台湾との交流について盛り上げていただく機運づくりのために、台湾料理のスタートも観

光協会にお願いして今スタートしたばかりでございますので、機運づくりから始めて本格的な交流に

結びつけていきたいと思います。相互が幸せな、いい関係になるように努めてまいりたいと思ってお

ります。 

  以上でございます。 

○議 長（大野元秀君） ８番石井龍文君。 

○８ 番（石井龍文君） ありがとうございます。 

  私も３年前、議長のときに台湾鉄路との締結をして、もうパスポートまで用意して行くつもりで

あったのがコロナで断念せざるを得なくなり、あれからもう３年目なんで、早い時期に行けたら、２

月ならまだ私ら議員は首がつながっておりますので、ぜひ連れていってもらえるといいなと。議員は

駄目だと言われれば実費ででも行こうかなという思いをいたしますが、行政や議会が盛り上がっても

駄目なんで、町報とかでやっぱり台湾コーナーとか作って台湾の宣伝もやっていただきたい。そした

ら玖珠町のみんなの機運も盛り上がるんじゃないかなという気がします。そこら辺も併せてお願いし

たいと思います。よろしくお願いします。 

  それで台湾については終わります。 

  ３番目で、人口減少対策についてであります。 

  団塊の世代が後期高齢者を迎えてきて、労働者不足が一段と深刻となっております。また、人口の

減少による空き家の増加が顕著となっています。町内の空き家のうち荒廃空き家がどのくらいあるも

のか、ちょっと教えていただきたいと思います。 

○議 長（大野元秀君） 横山みらい創生課長。 
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○みらい創生課長（横山芳嗣君） お答えいたします。 

  令和２年度、３年度の空き家調査では、集落支援員さんの方が調査をしていただいた関係で、森地

区、玖珠地区、北山田地区の３地区になりますが、空き家のうち活用できそうにない物件というのが

68軒というふうに報告を受けております。八幡地区については今年度に調査をしております。 

  以上でございます。 

○議 長（大野元秀君） ８番石井龍文君。 

○８ 番（石井龍文君） 北山田地区のほうにも空き家がだんだん増えてきて、特に心配なのが、やっ

ぱり子供の通学路沿いとかあるところがあるんです。コンクリートで上のほうが出っ張っているとこ

ろとか瓦があったりとかいうところがあるんで、対策としてはどのように考えているかお伺いします。 

○議 長（大野元秀君） 横山みらい創生課長。 

○みらい創生課長（横山芳嗣君） 荒廃等により近隣の方から苦情の相談があった物件につきましては、

所有者の調査を行い、判明した場合は郵送にて連絡を行い、所有者に対し適正な管理についての助言

を行っているところでございます。 

  これまでも議会の中で答弁してきましたが、空き家の管理につきましては、まず一義的な責任を負

うのは所有者または管理者となっており、基本的に個人所有の建物は自己責任で管理を行うべきと考

えております。ただし、荒廃空き家を増やさない対策としましては、所有者が分かっているうちに空

き家バンクへの登録をお願いする等、空き家の利活用の啓発を行い、空き家を増やさない対策が必要

であると考えております。 

  ちなみにですが、12月４日付の日本経済新聞によりますと、大分県の住宅過剰率、世帯数と住宅数

を割った数なんですが、過剰率が20％で、全国で11番目に空き家が多く、九州でも鹿児島県の23％に

次いで２番目となっているということでございます。 

  現在みらい創生課で取り組んでいることは、空き家の調査を行っている集落支援員さんと毎月の定

例会議にて状況確認や意見交換を行っています。今年度の自治委員研修では、空き家を増やさない取

組を行っている福岡市の自治会の取組を一緒に研修してきました。また、今年度、民生委員さんの定

例会の場においても、空き家対策について大分県と共に説明をしたところでございます。 

  そのほか、先ほどの日経新聞によりますと、空き家の資産価値の調査や解体費用のシミュレーショ

ンを所有者が無料で行うことができる取組を実施している先進的な自治体がございますので、それら

の事例も今後調査をしてまいりたいと思います。 

  いずれにしましても、自治体だけではなく、様々な方々と連携を図り、空き家を増やさない取組が

必要であると考えております。 

  以上でございます。 

○議 長（大野元秀君） ８番石井龍文君。 

○８ 番（石井龍文君） 個人の資産なんで非常に難しい部分があるかと思うんですが、多分、もう朽

ち果てそうなところも結構あると思っています。解体費用がかかるんで、もう若い人たちもこっちへ
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おらんで、もう野放しになっているようなところがあるんですが、ちょっと定かではないんですが、

宮崎の延岡市だったですか、行政が解体工事をやったという事例があったように思うんですが、行政

で解体をやるということはないでしょうか。 

○議 長（大野元秀君） 横山みらい創生課長。 

○みらい創生課長（横山芳嗣君） 基本的には、議員さんおっしゃるとおり個人の財産でございますの

で行政が行うということは厳しいと思いますが、代執行という形で、もしかしたらできるかもしれま

せん。すみません、ちょっと今のところその資料を持ち合わせておりませんが、そういう可能性もあ

るかもしれませんが、いずれにしましても、先ほどの話ですが、解体費用がどのくらいであるとか、

また今の試算はどのくらいであるよという、そういった情報提供がまず行政としてはできるのかなと

いうふうに思っております。 

○議 長（大野元秀君） ８番石井龍文君。 

○８ 番（石井龍文君） 密にこの部分はやっていただきたいと思います。 

  後の町道の維持管理についても同じような内容になってくるんですが、事故があって、後で補償問

題とかになると非常に大変なんで、道路沿いの人通りの多いところとかは何とか対策を先に打つとか

いう取組も必要じゃないかなと思っておりますので、代執行も致し方ないかな。町部なら土地として

売れるようになるんで、その引換えにとかいうことにはならんかなと、ちょっとそう思ったりはする

んですけれども、これも行政がお金を出さなならんということになると非常に問題ではありますが、

やっぱり事故を考えたときに、先手を打って予防措置はせなならんところが出てくるような気がしま

す。 

  一応、住宅の部分は終わりたいと思います。 

  次に、公営施設の維持管理対策についてでありますが、昭和40年代に建設された住宅がまだ大分あ

るかと思っております。その中でも、もう浴槽がなかったりトイレが水洗でなかったりというような

居住水準が低いところもあると思いますが、こういうところの対応はどういうふうに考えております

か。 

○議 長（大野元秀君） 長柄建設水道課長。 

○建設水道課長（長柄義正君） それでは、お答えします。 

  建設水道課のほうでは、町営住宅長寿命化計画を策定しまして、町の第６次総合計画、都市計画事

業と合わせながら、既存の住宅に建て替え計画なのか、集約型の建て替え計画を計画するか、今後、

公共施設マネジメント委員会の中で議論しながら今後の対策と住宅の建て替え等も検討することに

なっています。基本的には今の既存の、議員おっしゃられました質疑については、改修等は町が補助

で改修する分と個人で改修する分で分かれて修繕を行っているところであります。 

  以上であります。 

○議 長（大野元秀君） ８番石井龍文君。 

○８ 番（石井龍文君） 非常に施設的に老朽化しているところでもいいからと言って住まれている方
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も多々おると思いますけれども、せめてトイレの水洗とかそういうところまでは、やっぱり住環境の

整備は早めにやっていただきたいなという気がしますが、長寿命化でも対応できないようなところに

ついては、もう解体、建て替えとかいうことで対応するということでいいですか。 

○議 長（大野元秀君） 長柄建設水道課長。 

○建設水道課長（長柄義正君） お答えします。 

  建て替え計画については長寿命化計画の中に記載をさせてもらっています。既存の可能な住宅につ

いては、社会資本整備総合計画を使いまして外壁工事、内部の浄化槽とか工事等をやって、既に既存

の住宅については、昨年、令和２年段階で十五駄団地を含めて今現在、内部の改修は完了していると

ころであります。 

○議 長（大野元秀君） ８番石井龍文君。 

○８ 番（石井龍文君） 私もちょっと古い資料を見たかなという気がしておりますので、申し訳あり

ません、そこは。経済的にやっぱりそういうところがいいという人も多々おるとは思いますが、最後

の４番のコンパクトシティ構想についてに飛びますが、これ、私も前からこの部分は言っています。

限界集落とか非常に生活環境の不便なところで生活している方、それから独居老人等が、何か少し中

間のもうちょっと人が多いところ、周りで見守りができるようなところに移り住んでもらうというの

ができないかな、投げかけができないかなという気はするんです。そうすれば、もう限界集落は空い

てしまえば、そこは行政がちょっと手を抜かる、もうそこは人がおらんごとになれば。 

  古後のほうに行きよるとき、右の柚ノ木自治区ですか、もうあそこに何軒かあるけれども、もうほ

とんど人がいない。多分そういうところはもう道路の整備もあまりしなくてもよくなってくるんじゃ

ないかな。そういうちょっと中核のところに公営住宅でも建てて、そういうところにも移り住んでも

らうような対策は打てないかなという気がしますが、いかがですか。 

○議 長（大野元秀君） 横山みらい創生課長。 

○みらい創生課長（横山芳嗣君） お答えをいたします。 

  まず初めに、先ほどの建物の取壊しの代執行の件ですが、ちょっと回答させていただきます。 

  住民にとって危険な空き家を行政執行により処分する場合は特定空家に認定する必要がございます。

町の空家等対策協議会で審議をしますが、所有者等との確認、協議は当然必要となってきますので、

そういった手法を取ればできないこともないということではございます。 

  それから、今の質問、コンパクトシティ構想ということでございますが、今、町がどのように考え

るかということを回答させていただきたいと思います。 

  人口減少と高齢化が全国的に進む中で、持続可能なまちづくりの実現に向けて高齢者や子育て世代

が安心して暮らせるよう、医療・福祉施設、商業施設や住居がまとまって立地し、公共交通によりア

クセスできる構造、コンパクトシティ・プラス・ネットワークの考え方に対する関心度が高まってい

ます。このため、都市再生特別措置法の改正により立地適正化計画が制度化されたため、玖珠町にお

いても、令和３年10月に玖珠町立地適正化計画を策定し、2040年度までの向こう20年間の持続可能な
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まちづくりの目標を定めております。 

  都市部ではスポンジ化現象、いわゆる居住者が徐々にいなくなり空き家が点在する状態を防ぐ必要

があると言われていまして、それぞれのライフスタイルで必要とされる都市機能を維持もしくは推進

すること、子供を産み育てる若い世代や高齢者が住みやすい環境づくりによる地域活動の維持や、各

産業での担い手不足への対応等、住民が主体となった協働によるまちづくり展開が求められています。 

  計画におきましては、居住誘導区域を設定し、人口減少の中で一定の地域等において人口密度を維

持しながら良好な住居環境を確保し、住居を誘導することにより、生活サービスやコミュニティの持

続性の確保や公共投資、公共公益施設の維持、運営などが効率的に行われるような住環境を図ること

とされています。 

  一方で周辺部では、公共交通機関等を活用したネットワーク構想により機能が維持できるよう計画

しており、周辺部では地域生活を支える拠点、いわゆる地域拠点を定めており、各地域拠点をネット

ワーク、公共交通でつなぐようにしております。拠点へのアクセス性の維持と向上、広域交通と地域

交通の連携強化による連絡性や回遊性の向上を推進するものです。 

  基本的には、玖珠町に生まれ、育ち、働き、家族を築き、終えんするという人のライフスタイルを

玖珠町で持続的に確立させることを目標に取り組んでいきますが、課題としましては都市機能、施設

の維持及び集約、再編等がございます。 

  いずれにしましても、人口減少や限られた財政事情を考慮する中で、生産力や活動の維持、サービ

スの提供など、各世代が玖珠町で暮らし続けられる環境づくりを図っていることが必要と考えます。 

  以上でございます。 

○議 長（大野元秀君） ８番石井龍文君。 

○８ 番（石井龍文君） 今のを聞いていると、非常に前向きにできるかなという気がします。やっぱ

り買物が近い、お医者が近い、高齢の方は独り暮らしの方が多かったりすると、非常にそういう場所

のほうがいいような気がします。 

  玖珠町は、過去に九重町と合併という話が出たときに合併をしなかったから、まだいいかなと思う

んですが、日田市辺りは、津江地区とかあそこら辺の人口が一気に減ってきておる。玖珠町でも、若

い人たちが結婚して住むならと森地区や玖珠地区のほうに移り住んでしまう。そうすると端々はます

ます疲弊していくんで、これはもう時代の流れで、やっぱりそういう不便なところに住んでいる人た

ちはもっと生活しやすいところに集まってもらうのがいいかなという気がするんで、これはもっと踏

み込んで考えてもらいたいと思います。 

  最後の問題です。町道の維持管理についてであります。 

  先ほどから人口減少を見たときに、町道の維持管理が非常に大変になってきている。うちのほうは

広域農道が通っていまして、これが３年ぐらい前から県から町道に返還されまして、うちのほうは年

に１回、100人ぐらい集まって町道管理をするんですが、どうしてもビーバーで届く範囲しかできま

せん。３メートル、４メートルぐらいまでしか刈れない。それ以上の上にかぶさってくるような樹木
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がたくさんあります。特に、うちの広域農道は町外の人が結構通るんです。意外と距離が短く測れる

というんで結構町外の方が多いんで、もしそういうときに倒木や何かがあって事故があったときに、

これが町道の中の事故なら、やっぱり町がある程度補償せなならんような状態になるんじゃないかな

と思うんですが、そこら辺はどうですか。 

○議 長（大野元秀君） 長柄建設水道課長。 

○建設水道課長（長柄義正君） それでは、町道の維持管理に関して全般的な回答をさせてもらいたい

と思います。 

  令和３年度現在なんですけれども、町道の路線数が372路線で、実延長でしますと294キロメートル

あります。地区別では、森地区が107路線の68キロメートル、玖珠地区は116路線の90キロメートル、

北山田地区は80路線の72キロメートルであります。八幡地区については69路線の64キロメートルと

なっています。 

  道路美化や道路愛護の精神の高揚、また活動の継続を図る目的に、地域内の奉仕活動を基本としな

がら、集落間等を結ぶ町道沿いの草刈り活動を対象に、側面的な支援としまして玖珠町町道愛護活動

支援事業を平成21年から運用しているところであります。皆様の御理解と御協力によりまして、現在

37団体で町道愛護活動に取り組んでいただいているところであります。しかしながら、近年は自治区

の人口減少や高齢化により、マンパワーの限界を生じているなど、道路愛護活動としての草刈り作業

等の継続は厳しい状況であると各事業者からの声も増えているところであります。 

  町としましても、引き続き、町道愛護としての活動継続をお願いしつつ、作業負担の軽減や効率化

の一環としまして、除草作業用のタイヤショベルや集積用の小型バックホウ、ダンプトラック等の手

配、また支障木伐採等に使用するユニックやゴンドラ付車両の借上げについて助成を行ったり、労働

力の省力化につなげる対策を講じているところございます。 

  それと、先ほどの広域農道、今、町道小清原栂野線というんですけれども、そこについては町内の

警察に依頼をしまして、警察のほうが１日２回ぐらい町内のパトロールをしてもらっていまして、そ

ういった倒木があった場合、夜間を問わず町のほうに警察のほうから通報があった段階で、即、委託

している業者さんのほうに伐採等の手配をしております。これについては町内一円、合わせて警察の

ほうにパトロールをお願いしているところであります。 

  以上です。 

○議 長（大野元秀君） ８番石井龍文君。 

○８ 番（石井龍文君） 今、警察にお願いしているというのは初めて聞いたんで安心しました。 

  なぜこの話を始めたかというと、過去に、ユンボの先にハンマーナイフといって、非常に高回転で

回しながらたたき切るという言い方ですかね、そういう機械があるんです。それですると、かなり高

いところ、それから10センチメートルから十四、五センチメートルぐらいまでの木なら削り取ってし

まうぐらいの威力があるんです。これを導入しないかという話が過去にあったんです。これが立ち消

えになってしまって、これからマンパワーが、先ほども課長が言ったように落ち込んだときに、やっ
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ぱりこれからどんどん大変になると思うんです、もう管理が。だから、もうどこか業者に委託して、

ユンボごと貸し出してどこどこを整備してほしいということをやってもらうといいなと思うんですが、

うちのほうのさっき言った広域農道でも高所作業車を借りて上のほうの木を切ったりするんですが、

もう大変なんです、あれは。少しずつしか動けないし一気に行けない、もう落として片づけてとかい

うことで。それでやると細かく粉砕してしまうんで、あまり片づける必要がなくなるような気がする

んで、この導入に対してどう思うか質問します。 

○議 長（大野元秀君） 長柄建設水道課長。 

○建設水道課長（長柄義正君） それでは、お答えをいたします。 

  確かに、生活道路の機能に支障が出ないように地域や関連団体と情報を共有しながら対策を講じつ

つも、将来に向けた財政措置など抜本的な対策案を検討しながら、その時期が来たら今後検討するこ

とになろうかと思います。 

  過去、平成29年に団体からの協議がありまして、その中で、メーカー名を言ったら悪いんですけれ

ども、カレゴンというんですか、ユンボの先につけるアタッチメント方式のものを一度研究させても

らいました。その中で、行政が直営案を持たなくて、維持管理の問題、それとか機械等がその当時か

なり大きなものだったんで、町道内の伐採はちょっと不向きということで、その平成29年の段階では

話が消えたところであります。 

  以上であります。 

○議 長（大野元秀君） ８番石井龍文君。 

○８ 番（石井龍文君） これ、もし何か事故があったときには補償問題が出てくるんで、先行投資の

つもりで、多分金額はかなり張るとは思いますが、森林譲与税がこれは難しいかなと思うんですが、

何か方策を考えて、これは多分どんどん増えてくるんで、うちのほうの広域農道もそうですが、森か

ら田代に抜ける道もかなりやぶが出てきています。あっちのほうは自衛隊車両が時々通ったりするん

で危険だとかいうこともあるんで、そこら辺を含めて前向きに検討していただきたいと思います。 

  これで終わります。 

○議 長（大野元秀君） 横山みらい創生課長。 

○みらい創生課長（横山芳嗣君） すみません。先ほど特定空家の軒数で68軒ということを言いました

が、これは活用できそうにない物件ということでございまして、現在、特定空家の件数、今手持ちに

ございませんので、またいずれ報告させていただきます。大変申し訳ございませんでした。 

○議 長（大野元秀君） ８番石井龍文君の質問を終わります。 

  次の質問者は、10番河野博文君。 

○１０番（河野博文君） こんにちは、10番河野です。 

  令和４年12月議会に一般質問の機会をいただきましてありがとうございます。議長のお許しをいた

だきまして、一問一答形式でいきたいと思います。 

  なお、９月の定例会のときに一般質問させてもらうようにしていたんですけれども、家族の中でコ
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ロナが発生しましたので濃厚接触ということで、皆さん方には質問事項に対しまして御協議いただい

たのに大変申し訳なかったかなと思っております。そのときの分、若干残っておりますので、含めて

質問させてもらいます。 

  今回は主に３点ですが、１つ目は高齢者福祉施策についてということでございます。自分があちこ

ちする中で、町民の方々、またボランティアのお世話をされる方々からいろんな意見を聞きまして、

その中で幾つか出たことを今回３点ほど上げさせてもらっております。 

  まず、町が各地区で進めているいきいきサロン事業について伺います。 

  各地区でボランティアの人にお手伝いをいただき、いきいきサロンが開催されています。多くの高

齢者がサロンを楽しみされている。サロン活動に町から２万円の活動補助金があるが、この補助金に

ついてのことで、使用条件や規定等についてまずお伺いします。 

○議 長（大野元秀君） 臼木福祉保険課長。 

○福祉保険課長（臼木寛章君） それでは、お答えいたします。 

  いきいきサロンや週１元気アップ体操教室は、地域を拠点に住民同士が協働で生きがいづくりや健

康づくり、介護予防に取り組んでいただく機会であり、現在、町内の89か所で開催されております。

この活動を支援するために、町は社会福祉協議会に支援事業を委託し、１団体当たり２万円の活動支

援補助金を交付しており、この補助対象の定義は、通いの場全体に還元され、かつ介護予防や健康づ

くり活動につながる費用と定めさせていただいております。例えば、会場使用に係る費用、冷暖房費

や灯油代などの光熱水費、屋外研修のバス代、活動で使用する文具などを購入する消耗品費、健康教

室の講師代や、限定的ではありますが、レクリエーションや体操に使用するＤＶＤデッキ等の備品購

入費なども対象とさせていただいております。 

  逆に、個人に還元される内容や公民館の備品と判断されるもの、本来は個々人が負担する内容と判

断されるものは補助対象外とさせていただいております。 

  以上でございます。 

○議 長（大野元秀君） 10番河野博文君。 

○１０番（河野博文君） サロンを運営するに当たっていろんな運営費、それからその中で使う、いろ

んな楽しみ事に使うような物等を買っていいよというようなことでございますが、自分があちこちす

る中で、高齢者の方が結構このいきいきサロンを楽しみに来られているんですよ。本当にいいことや

な、それこそ外出支援を町が施策で進めておりますが、その一つにもなるんじゃないかなという、ま

た健康づくりに対してもいいんじゃないかなと思うんですが、ただ、高齢者がそういうサロンに行っ

たり来たりするときに、暑い日もあります。寒い日もあります。そういうときに、暑い日にはやはり

ちょっと冷たいものでも出してあげたいな、サロンを運営される方にはそういうような気持ちもあり

ますし、今度、今みたいに寒くなったときには温かいものでも何か用意して出したらどうだろうかと

いうようなことがございます。やっぱり月１回は開くというようなことで各地区されているんですが、

２万円という金額が大きいか小さいか、それは人の考え方によりますが、この２万円というのをそう
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いうサロンに来られる方に楽しんでもらうためには、そういう飲食費等含めて、個人に行くかもしれ

ませんが、そういうようなことを考えられないか。せっかく楽しみに来てやっている人たちに本当に

喜んでまた帰ってもらう、またこの次もあそこへ行ったら楽しい時間が過ごせると、そういうような

ことに使えるようなふうに考えられないか、お伺いします。 

○議 長（大野元秀君） 臼木福祉保険課長。 

○福祉保険課長（臼木寛章君） それでは、お答えいたします。 

  食料費というか、水分補給のお茶やお茶菓子等に使えないかという御要望を多々毎年いただいてお

りますが、現在、この補助金の財源を国の交付金とさせていただいておりまして、その中で会計検査

等の指摘を受けた場合に補助制度の存続自体が難しくなるというふうなことも懸念をしております。

その中で、個々人で準備していただけるもの、食べ物については、やはり御自身で持ってきていただ

くというふうにさせていただいております。 

  ただ、サロンの中で料理教室等を開催することもありますが、その際の食材費等は補助対象経費と

させていただいておりますので、御理解いただきたいと思います。 

○議 長（大野元秀君） 10番河野博文君。 

○１０番（河野博文君） 今聞いたら、この２万円というのは全部国からの補助金ということですかね。

ということであれば町からの補助金は何とか考えられないか、お伺いします。 

○議 長（大野元秀君） 臼木福祉保険課長。 

○福祉保険課長（臼木寛章君） お答えいたします。 

  今回のサロンに関する補助金につきましては、先ほどの飲食物等も含めまして多彩なものに使えな

いかというふうな御要望を常々いただいておりますが、先ほども申し上げましたとおり、国の補助金

を使っていることもあり、なかなか制限が利いているところでございます。しかしながら、様々な要

望にお応えするために一般財源の充当等も検討したいとは思いますけれども、議員御存じのとおり、

限られた一般財源の活用でございますので、こういった事業を存続するためには、使える交付金があ

れば極力その交付金のほうを利用させていただくということで、現在は100％国の交付金となってお

りますので、今後、一般財源の充当をしてもうちょっと自由度の高い補助事業にする場合には、関係

各課と協議をして検討させていただきたいと思います。 

○議 長（大野元秀君） 10番河野博文君。 

○１０番（河野博文君） まあ考え方ですけどね。 

  前回お伺いしたときに、サロンが玖珠町で80か所ぐらい開かれているんですかね。ということは、

２万円掛けて160万円というようなことでございますが、この160万円をやはり高齢者が健康に過ごす、

楽しく過ごすというような事業に使われたら、考え方によったらそんなに高くもないんじゃないかな。

いろんな事業を町がやられていますが、自分たちにとっても本当に何百万もする予算が費用対効果が

あるかというようなことをしたときに、本当に費用対効果があるかなというような疑問も湧くときも

あります。この分に関しては高齢者を支援するという形で、また、それをボランティアでやってくれ
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る方々のためにも、やはりその辺は、もし先ほどのが国だけの予算であれば町のほうでも今後考えて

いただくようなことを、これ町長にお伺いしたい。どうでしょうか。 

○議 長（大野元秀君） 宿利町長。 

○町 長（宿利政和君） お答え申し上げます。 

  私も、もう数年前からあちこちを回らせていただくときに、議員がおっしゃったようにいきいきサ

ロンが非常に楽しみしているということで、今、議員おっしゃったような要望もたくさんあちこちで

いただいております。 

  ここ数年間、福祉のほうの担当課長等とも相談するんですが、課長から答弁いたしましたように、

国からの補助金をソフト的なもの、柔軟的なものに活用するというのは、私もかなり粘ったんですけ

れども、やはりそれはちょっとまずいだろうということは分かりました。したがいまして、備品購入

とか、またソフト面の分の対応については、今いきいきサロンが89か所やられておりますが、机とか

椅子とかそういったある程度備品に扱うようなものについては、これ私が言うのもあれですが、今、

宝くじ助成事業が４つの自治コミュニティ協議会に順番で毎年交付されておりますから、コミュティ

協議会と相談をする中で、机、椅子等の備品の一時的な購入も可能ではないかと思いますので、そち

らのほうで相談をしていきたいと思っています。 

  また、料理教室とか地域の食材を学ぶ勉強会というような形で地域の特産品等を皆さんで学んだり、

確認したり、場合によってはそれを一緒に食事で楽しんだりするようなことも研修の範囲だというふ

うに考えれば、同じくコミュニティ協議会の中で、町より200万円の活動費がございますので、その

中で多少柔軟な対応もできるんではないかと思っておりますが、それぞれのコミュニティ協議会が主

体となって活動されている部分でございますので、御意向を尊重しながらお願いもしていきたいとい

うふうに思っております。そういった分の対応しかちょっと今のところ難しいんではないかなという

ふうに思っているところでございます。 

  以上です。 

○議 長（大野元秀君） 10番河野博文君。 

○１０番（河野博文君） 今お話を聞いて、施設等に使われ、この後、施設等のことについても出して

いるんですが、先にそのほうが来たんですが、今年はできなくても来年の予算でそういうようなこと

を考えられて楽しくサロンができるようなことを、やはり福祉保険課が担当であれば、本当に住民の

方に喜んでいただけるようなサロンづくりに応援をしていただきたいなというふうに思っております

ので、まだ来年度はこれから予算組みしますので、ぜひ検討していただきたいなと思っております。 

  次に、今ちょっと話が出ました高齢者や障がいのある、２番目です。人が利用されるサロン等の施

設に、テーブルや椅子等備品整備ができないか伺う。最近、膝や腰が悪い人が増えて、畳や板張りに

座るのが苦痛になっている人が増えてきたのでということで質問させてもらいます。 

  何でこれをということですが、皆さん御存じのとおり、自分も昨年、事故してから座るのがちょっ

と苦手になっているんですが、日出生台の南部のほうで基地対策委員会が要望等の話合いに行きまし
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た。そのとき、今までが畳のところですが、座ってひざまずいて話をするようにしていたんですが、

本当に皆さん方がもう長時間座るのが苦痛であるというような感じだったので、前々回から基地対策

のほうにお願いしまして、折り畳み椅子を用意していただきました。すると地元の方が大変喜んでい

らっしゃいまして、やはりこれがいいなというふうになったんですが、ただ、そのときにテーブルの

ほうは前のお座敷で使う座ってするテーブルだったので、ちょっと物を書いたりするのには書きにく

いというようなこともあったんですが、サロン等でもそういうのが充実されておるところはいいです

し、希望のないところに出せとかいうんじゃないんですが、もしそういう希望があったときに椅子と

かテーブルをその施設に用意していただくようなことをね。今、町長の話ではそういう予算的なもの

もあるから考えられたらというようなことでございましたが、その点についてどうでしょうか。 

○議 長（大野元秀君） 臼木福祉保険課長。 

○福祉保険課長（臼木寛章君） それでは、お答えいたします。 

  健康づくりや介護予防の取組として椅子を使った体操を私どものほうが推進しておりまして、取り

入れていただいているサロンや、週１元気アップ体操教室も多くございます。そこで、その中では指

導用の動画で椅子を使った体操も指導されておることから、椅子の購入については補助対象とさせて

いただいております。ただし、テーブルや机につきましては、やはり会場となる地区公民館等の備品

に当たるのではないかというほうの考えが強いことから、いきいきサロンの事業からの補助金の補助

対象外とさせていただいておるところであります。 

  以上です。 

○議 長（大野元秀君） 10番河野博文君。 

○１０番（河野博文君） 椅子のほうは対象ということで、もしテーブルのほう、あれだったら、さっ

き言われたコミュニティの関係でも宝くじの関係でも、何かうまく使える予算があれば各地区の公民

館の備品として設置できるものがあれば考えていただきたい。それでまた、それを各自治区のほうに

こういうのがありますというようなことをお知らせしていただきたいなと思っておりますので、そち

らもよろしくお願いいたします。 

  次に、３番目、高齢者外出支援事業のバス・タクシー券の交付事業について伺う。 

  利用者が町の中心部より離れている場合、現在の8,000円という発行額は、中心部に１往復するだ

けで終わってしまう。公平・平等性のこともあるが、改善に向けて検討されてきたか伺う。 

  これも何度も一般質問等でもあったと思うんですが、本当にやっぱり周辺部の方が使おうと思った

ら、もう１回きりでなくなってしまう。実は二、三日前、自分も逆に北山田のほうに用があって、そ

ちらのほうで飲食させてもらってタクシー等で帰ったんですけれども、かなりの金額がかかる。これ

が、いつもいつも逆の立場の人たち、周辺部の人たちは大変じゃないかな。何とかこの辺、考え方を

少し変えられて、この8,000円の部分をもうちょっと応援できないかというふうに考えています。 

  予算的なこともありますし、住民一人一人の公平・平等とかいうのはありますが、いろんな交通費

等を考えたときに若干の違いはあってもいいんじゃないかなと思いますが、どうでしょうか。 
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○議 長（大野元秀君） 臼木福祉保険課長。 

○福祉保険課長（臼木寛章君） それでは、お答えいたします。 

  この件につきましては、これまでも御質問いただきました経過を踏まえて令和５年度からの見直し

に向けて検討するとしておりますので、現在、令和５年度予算協議の中で他の担当課も交えて検討中

でございます。 

  具体的には、５年度当初予算のヒアリングを踏まえて、関係予算と内容について令和５年第１回定

例会、３月議会にお諮りしたいと考えております。 

  以上でございます。 

○議 長（大野元秀君） 10番河野博文君。 

○１０番（河野博文君） ぜひ、皆さん方で検討いただきまして、本当に外出ができる体制を支援して

いただくということを検討していただきたいなと思いますので、よろしくお願いいたします。 

  次に、大きい２番目に入ります。通学路の安全・防犯対策、自転車通学に対する生徒への支援につ

いてということで、１番目、最近、玖珠のあちこちでいろんな事件、犯罪が増えています。生徒たち

が安全に通学できるように、駅周辺や商店街、国道387号等に防犯灯（街灯）、また防犯カメラの設

置の推進を考えられないか、伺います。 

○議 長（大野元秀君） 宿利基地・防災対策課長。 

○基地・防災対策課長兼契約検査課長（宿利明徳君） お答えします。 

  まず、防犯灯につきましては、地域の危険箇所に防犯灯を設置することにより、安全性を確保し、

地域住民の生活環境の改善を図ることを目的としています。玖珠町防犯灯設置事業補助金交付要綱に

よって、限度額の制限もありますが、自治会等の団体が防犯灯を設置する際に３分の２の補助金を行

うことで対応したいと思います。本年度も活用事例がありますので、補助事業の活用促進に向けて、

分かりやすい周知に努めたいと考えています。 

  次に、防犯カメラの設置につきましては、設置費用、維持管理費または個人情報の観点などから困

難なケースが生じています。今回の予算補正でみらい創生課から道の駅施設の内外に設置要望があり

ますが、国道387号の高速道路出入口付近が一緒に映るカメラが設置されるようです。また、豊後森

駅駐車場付近の防犯カメラが多目的で応用できないか、所管する総務課が検討しています。その他、

交通安全対策や危機管理の面では設置計画は出ておりませんので、引き続き、警察署など関係者と連

携しながら検討していきたいと考えております。 

  以上です。 

○議 長（大野元秀君） 10番河野博文君。 

○１０番（河野博文君） ちょっと教育委員会のほうにお伺いします。 

  こういう中で、中学校、特に遠距離になったんで、通学路で暗いようなところは調査されましたか。 

○議 長（大野元秀君） 秋好教育政策課長。 

○教育政策課長（秋好英信君） お答えいたします。 
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  毎年行っております通学路安全点検というのがございまして、学校からの指摘要望事項等、それか

ら道路を管理いたします建設水道課、それから玖珠警察署等、関係機関で寄る機会が年に１回ござい

ますんで、その中で案件に応じて審議をすることがございます。 

  街灯につきましては、個別に私どもには入っておりませんが、消防交通のほうでもしかしたら把握

をされているかもしれませんが、個別に教育委員会にというところでは集約はされておりません。 

○議 長（大野元秀君） 10番河野博文君。 

○１０番（河野博文君） 通学路に関しては、やはり教育委員会もちゃんと管理する必要があるんじゃ

ないか。自分の周辺部で大変申し訳ないんですが、特に森駅のほうから学校に行くほうの100メート

ルぐらいは街灯がない。それからもうちょっと暗いのは、中学校から上がっていって国道387号に出

て、国道387号から道の駅に行くまでのところが街灯がないんですよ。何でというと、家がある場合

は自治区が防犯灯ということでつけて管理はできるんですが、やはり正直、駅通りのその辺は自治区

が消滅していって、電灯をつけても電灯料を払う自治区がないんですよ。それと、向こうの国道387

号のほうも全然そこは自治区の外ということで、誰も電気をつけるというようなことをされない。た

だし、その辺は通学、歩いていかれる方、自転車の方、通る場所となっていると思うんですよ。やは

りどうしても冬場は暗くなるんで、その辺の対策を何か考えられないか、もう一度お伺いします。 

○議 長（大野元秀君） 秋好教育政策課長。 

○教育政策課長（秋好英信君） 貴重な意見ありがとうございます。 

  ちょっと私も思い起こすところ、たしか河野議員さんが以前の中で中学校付近に防犯灯がないとい

う話を今思い出しまして、当時は、議員言われたように自治会の中での経費負担ということがという

ような執行部の答弁があったようなことも私、記憶しております。 

  改めて、道路管理者と建設水道課のほうとも協議させていただいて、どこまで可能かとかそういっ

た議論をさせていただければと思います。 

  以上でございます。 

○議 長（大野元秀君） 10番河野博文君。 

○１０番（河野博文君） この件に関しては、日出生台のほうが演習場周辺ということで、こちらの車

谷のほうから小野原地域まで70か80ぐらいの街灯が設置されているんですよ。その街灯代が、前は地

元の人が負担されるということであったんですが、今は地元の人がもう負担出すことができないとい

うことで、町が出されています。かなりの金額なると思うんですが、ＬＥＤなんで電気料自体はそん

なに高くないんですが、町が負担されております。 

  そういう面を考えたときに、やはり必要なところは、自治区は出せないところは町が出して安全性

を考慮する、そういうようなことも施策が必要じゃないかと思いますので、これは執行部のほうはど

うでしょうか。 

○議 長（大野元秀君） 山本総務課長。 

○総務課長（山本恵一郎君） お答えいたします。 
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  児童生徒の安全確保につきましては、教育委員会で回答しましたとおりとなっております。 

  一つ、過去に通学路になっておって防犯灯がついていないところを、自治区は電気料を出すから取

付工事費をどうかならないかという相談を受けたときに、そのときはコミュニティの助成金を使って

設置して、電気料は地元が払うから、そこを通る子供たちを守りたいという要望があって、そういう

対応をしていただいた経緯もありますので、町費で全部やるということだけにかかわらず、地域の方

とまた相談しながら、そうやって地域の児童生徒を守る取組を検討することも考えていきたいと考え

ます。 

  以上です。 

○議 長（大野元秀君） 10番河野博文君。 

○１０番（河野博文君） ぜひ考えていってもらいたいなと思っております。 

  また、コミュニティ、自治会館ですか、そちらのほうも、委員会等で話したことがあるんですけれ

ども、各自治会館、1,000万円超えの基金を持っております。その基金の使い方がまだ皆さん方よく

分からないんじゃないかな。何かあったときに困るから1,000万円取っておくというようなことをよ

く言われるんですけれども、何かあったときには町のほうが自治会館等の補塡はしていただけるんや

ないかなというふうに思っておりますので、辛抱される部分と、やはり必要なところは出す、そうい

うようなことをそういうコミュニティ、自治会館の人たちに指導もしていただきたいなと思いますの

で、よろしくお願いいたします。 

  それから、先ほど出た防犯カメラの件なんですが、これ今、大分県警が、県のホームページを見た

ら分かるんですが、防犯カメラ１基に対して50万円以内50％、半額負担という事業をやられておりま

す。残念なことに今年度の予算はもうなくなったんですが、来年度もまたやるみたいなんで、そうい

うことをやはり町のほうから、いろんな設置してもいいよというところがあれば紹介していただいて、

そして安全・安心なまちづくりができるようなことをしていってほしいと思うんですけれども、その

辺どうでしょうか。 

○議 長（大野元秀君） 宿利基地・防災対策課長。 

○基地・防災対策課長兼契約検査課長（宿利明徳君） 議員さんのおっしゃった警察が50万円補助とい

うのはこちらも承知しております。今回の返答のほうで出そうかなと思いましたが、12月23日までと

いう期限がありましたのでちょっと省かせていただきました。 

  その補助に関しましてもこちらも承知しております。こういうのがあればということであればこち

らのほうで周知を図りたいと思いますので、考えていきたいと思います。 

  以上でございます。 

○議 長（大野元秀君） 10番河野博文君。 

○１０番（河野博文君） そういう部分は一応県の予算なんで、広報することはそんなにお金はかから

んと思うんで、ぜひ、県警の応援もしてあげながら、町の安全のために御尽力いただきたいと思いま

す。よろしくお願いいたします。 
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  次に、２番目の中学校の通学手段として４キロメートル以上の生徒はスクールバス、２キロメート

ルから４キロメートルまでの生徒は自転車通学が可能とされています。自転車で通学される生徒へ自

転車購入助成、安全ヘルメット支給、反射シール等の安全面での施策を考えないか、また、小中学生

への自転車運転の安全指導はできているか、伺います。 

  これ、４キロメートル以上の方は結構スクールバスがあるんで、もう割と家の近所まで行けるとい

うのがあるんですが、４キロメートル以下の方が自転車で通学される。結構危険なところもあるんで

すが、やはり中学校に入ると経費がかかるということなんで、この辺の支援ができないかということ

をお伺いします。 

○議 長（大野元秀君） 秋好教育政策課長。 

○教育政策課長（秋好英信君） それでは、お答えいたします。 

  くす星翔中学校の自転車通学につきましては、議員おっしゃるとおり、通学距離が２キロメートル

以上４キロメートル未満の生徒が対象となっております。本年度につきましては、全校生徒372名の

うち１年生46人、２年生52人、３年生47人の合計145人で、全体の39％が対象となっております。 

  先ほど指摘を受けました自転車の購入助成並びに安全ヘルメットの支給につきましては、財政問題

も含めて経常的な取組が求められますし、他の生徒との公平性もございますので、現段階では少し厳

しいかなと捉えているところでございます。また、反射材やリフレクター、ヘルメット、手袋、肘当

て、膝当てなど交通事故の被害を軽減するための器具の使用につきましては保護者の努力義務という

ことになっておりますので、基本的には保護者負担が原則となります。 

  ただし、先般、中学校の運営協議会より登下校の安全確保に係る反射材の配布に係る要望というも

のを受けておりまして、現在、学校長と協議する中で、効果的で実効性があって必要性を含めまして、

生徒会や保護者の意見も再度聞きながら取扱いを検討していこうということになっております。 

  次に、小中学生への自転車運転に関する安全指導につきましては、各学校の教育課程における安全

教育計画というものがございまして、その中で交通安全協会玖珠支部、通称モンキークラブといいま

すが、そこの協力を得ながら児童生徒への交通安全教室や交通指導ほか、一斉下校や通学路の安全点

検など、年間を通じまして系統的な取組がなされているところでございます。 

  年次計画の中で、小学校低学年には歩行の安全、中・高学年で自転車の安全教育を実施しておりま

して、中学校では年度初めと、それから中間期の通学生集会において、スクールバス、自転車、徒歩

の区分に応じて守るべきルールやマナーが周知されているところでございます。 

  また、個別に開催をしております自転車通学生集会では、「自転車通学のしおり」というものを配

付いたしまして、警察庁からの自転車安全利用や道路交通標識の確認、特に通行時に気をつける場

所・ルールとして、とりわけ交通量の多い春日十字路の交差点など具体的に図示しながら、個別に安

全教育に努めているというふうに聞いているところでございます。 

  以上でございます。 

○議 長（大野元秀君） 10番河野博文君。 
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○１０番（河野博文君） 分かりました。 

  では、通学に関しての自転車で通学しなければならない、今、公平性とかいうようなことをちらっ

と言われましたが、４キロメートル以上の方に対してはスクールバスでちゃんとできている。２キロ

メートルから４キロメートルの方は、自転車購入の補助金はできないかもしれないが、中学校に通う

ためにヘルメット等を購入しなければならない、これは別にそれを教育委員会のほうが準備されても、

決して公平じゃないとかそういうようなことにはならないんじゃないかな。中学校に通うためにどう

しても自転車に乗ればヘルメットが必要、そういうことに対してもうちょっと考え方を変えられて支

援できないか、もう一度お伺いします。 

○議 長（大野元秀君） 秋好教育政策課長。 

○教育政策課長（秋好英信君） 今から４年ほど前に中学校を統合する際に、恐らくそういったところ

の議論もあったのではないかなというふうに推測はいたしますが、自転車通学生のみならず、中学校

に上がって自転車をやっぱり必要とする家庭もあろうかと思います。そういった総合的なものを含め

まして、現段階においては自転車通学生のみに支援するということはまだ議論不十分かなというふう

に思っております。 

  それから、就学支援の中で例えば経済的にどうしてもやむを得ない場合もあろうかと思いますが、

その部分につきましては就学支援の中に入学に係る必要経費等も盛り込んでございますので、そう

いったところを活用していただければというふうに考えているところでございます。 

  以上です。 

○議 長（大野元秀君） 10番河野博文君。 

○１０番（河野博文君） そういういい支援があるならね。ただ、経済的に厳しい家庭、そういうとこ

ろだけにされるのか、皆さんが対象になるのか、その辺がよく分かりませんが、ただ、ヘルメット等

に関しては、これは通学でかぶりなさいというふうにしているんじゃないんですか。小学生は別に自

転車を通学に使っていないですよね。中学生だけでしょう。そうしたときに、やはり全部の自転車に

乗る人を対象にしているんじゃない、通学に関してヘルメットを買わなければならないというような

ことがあるんで、その辺を検討してはどうですかという気持ちなんですけれども、どうでしょうか。 

○議 長（大野元秀君） 秋好教育政策課長。 

○教育政策課長（秋好英信君） 言われることは十分理解をしております。 

  交通安全の法制度が県条例されたときに、通学生についてはヘルメットが義務化ということで義務

化になり、それ以外につきましてはかぶっても努力義務でございますが、通学生に限っては義務とい

うことで県が指定されておりますので、そういったところも含めまして総合的に検討事項とさせてい

ただければと思います。 

○議 長（大野元秀君） 10番河野博文君。 

○１０番（河野博文君） 義務化ということであればなおさら検討していただきたい。できたら来年の

新入生に対しては、２年生、３年生になる人にはもう自分たち買っていると思うんで、新しくなって



 91

いかれる方にはそういうことも考えてほしいなというふうに思います。 

  では、３番目へいきます。まちづくりについて伺います。 

  １番目、豊後森機関庫も大分整備されてきましたが、今後さらに観光客増へ向けて新たな施策、構

想等を考えられているか伺います。先ほどあった部分はもういいです。 

○議 長（大野元秀君） 藤井商工観光政策課長。 

○商工観光政策課長（藤井正盛君） お答えいたします。 

  先ほど石井議員の質問にお答えしましたので、前段の部分については割愛したいと思います。 

  今年は、御存じのとおり機関庫まつりが３年ぶりに開催され、大変にぎわっております。さらに、

コミュニティ・スクール全国大会では、玖珠町では初めてではないかと思われますが、童話祭以外に

ジャンボこいのぼりの掲揚、それからくぐり抜けも実施しておもてなしをしたところでございます。

先ほど申しましたが、このくぐり抜けについては、機関庫公園のほうで定期的に開催をしてまいりた

いなというふうに思っているところでございます。 

  また、令和６年４月、５月、６月デスティネーションキャンペーン等が実施されますので、鉄道を

テーマにした部分の企画、それから今後、童話祭や機関庫まつりに合わせて鉄道模型展もやりたいと

いうふうに考えておるところでございます。 

  実は、ＪＲの大分駅長と由布院駅長などから新たな提案も来ておりますので、そういった部分で、

豊後森をこれから活用を含めて機関庫公園のさらなる魅力アップを進めることで、観光ルートの一つ

として観光客の誘致につながる施策を今後打ってまいりたいというふうに思っております。 

  以上です。 

○議 長（大野元秀君） 10番河野博文君。 

○１０番（河野博文君） 先日11月29日に、町長、お忙しい中にＳＬを走らせる会で代表者の方々がお

見えになって一緒に同行したんですが、本当に豊後森機関庫はＳＬがあっての機関庫だと思います。

来年の秋と思うんですけれども、そのＳＬを走らせることが大体、ＪＲ九州との取決めでできてきた

というようなこともありまして、私たちにとっては３年前に続いて２回目となりますが、今現在の

「ＳＬ人吉号」を走らせる、で豊後森に止まってもらう、それを利用していろんなことをやってもら

いたいと思うんですが、その辺、町長、この前お話聞かれてどう思われましたか。 

○議 長（大野元秀君） 宿利町長。 

○町 長（宿利政和君） 今、議員がおっしゃいましたように、先般、ＳＬを走らせる会の方がお見え

になられまして、うまくいけば令和６年秋口に再び蒸気機関車をこの久大本線に走らせることができ

るというような大変ありがたいお話をいただきました。 

  前回、沿線の方々が大きく手を振っていただいたり、また豊後森駅に停車していろんな方々に利用

いただきました。大変なにぎわいでございましたので、もし今回そういうことが再度実現できれば、

その機を捉えて町の活性化、そしてまた豊後森機関庫周辺の元気づくり、にぎわいづくりに取り組ん

でいきたいと思いますので、ぜひまた、議員も実際に走らせていただけるようにお力添えをいただき
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たいと思っております。一生懸命取り組んでまいりたいと思っております。 

  以上です。 

○議 長（大野元秀君） 10番河野博文君。 

○１０番（河野博文君） ぜひ考えていただきたいなと思うんですが、おかげで今、豊後森機関庫公園

には土日を中心に多くの方が見えていただけます。天気の悪いときは別として、よかったなと思うん

ですが、こういう取り越し苦労というか、先のことを考えると、このままいったらまただんだんリ

ピーターが少なくなると困るというような気持ちもしているんですよ。 

  それで、全国の、京都の梅小路機関庫等はＳＬが車庫に全部入っている。また、岡山の津山の機関

庫に関しましてはＤＥ５０－１型ですか、あれが入って、また転車台で今も使われている。あれに

乗って動くところが、すごく行った方は喜ばれる。梅小路は、何百メーターかの間ですが人を乗せて

走らせていたんですが、ここの玖珠、地元の豊後森機関庫では、ミニＳＬがあるのが幸いなんですが、

ちょっとミニＳＬのほうもかなりの年数たってきたんで、ＳＫ－７型ともう一つの車両についても結

構傷んできているし、また後のことも考えていかなければならない。そういう中で、どうしても転車

台が動く転車台にしてほしいなという思いがあります。 

  また、今度「ＳＬ人吉号」が、新聞等で出ていたと思うんですけれども、廃車というか、もう使わ

れなくなるという可能性があるんで、もしそうなったときにはこの機関庫のほうに持ってくるような

誘致を町を挙げてしないか、そういうようなところで町も町民も一緒になって何か生かした機関庫づ

くりをできないかというようなことを考えておりますが、そういうことについて何かお考えはありま

せんか。 

○議 長（大野元秀君） 藤井商工観光政策課長。 

○商工観光政策課長（藤井正盛君） お答えいたします。 

  現在の機関庫公園は、多くの関係者、それから保存会等がございまして、その方々と観光協会、商

工会を含めて今後そういった部分については詰めてまいりたいと思いますし、先ほど議員さんも申し

ました来年度の秋ぐらいにＳＬが通るというような部分の機運も担当課として進めてまいりたいと思

いますし、その中で、先ほど申しました保存等についてもやはり議論していかなければいけないかな

というふうに考えているところでございます。 

  以上です。 

○議 長（大野元秀君） 10番河野博文君。 

○１０番（河野博文君） ぜひそういう面を含めて頑張ってほしいなと思います。 

  また、あそこ、先ほど話、ありましたが、やはり今いろんなことを協力していただく方が高齢化し

てきております。若い人たちにも興味を持っていただけるようなことも考えていかなければいけない

んじゃないかなというふうに思いますので、その辺も御検討ください。 

  次に、２番目、６月議会で質問した町長の公約である平ケ丘の杜構想に向けての最近の動向につい

て伺いたいんですが、何か６月以降ございましたか。 
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○議 長（大野元秀君） 宿利町長。 

○町 長（宿利政和君） 時間の関係もありますので簡潔に申し上げたいと思います。 

  １月の選挙の公約のときに出させていただきまして、非常に町民の皆さんからも注目をいただいて

いるのは事実でございます。 

  ６月以降、今回の話を聞いたということで、まちづくりに関心を持たれておられる有志の方、それ

から今日傍聴席にもお見えですけれども、原商工会長も訪問いただきまして、ぜひともやってくれと、

町の中心部の活性化につながるからということで応援の声をいただいております。 

  ただただ、今すぐというふうにはなかなかいきませんで、令和５年度の各課からの投資的経費の持

ち寄りを手を挙げましたところ、31億5,000万円と、それから防衛費や借金、いわゆる起債等も活用

しても22億円しか査定が通らず、約９億円が査定落ちになったような状態、それから財政調整基金も、

今回のように災害が続きますと一定程度は維持しなければいけないということで、思い切った投資が

できないというような状況になっております。 

  したがいまして、比較的経費もかからない地形調査とか地権者の調査、こういったものから取り組

んでいきたいと思っておりますので、まだまだ役場の中にもそういった完全な体制ができていない状

況でございますので、中心部の活性化というのは非常に大事なことだと思っておりますので、できる

ことから着実にやっていきたいと思いますが、私の頭の中には全く消えているわけではございません。

しっかりやっていきたいというふうに考えているところでございます。 

○議 長（大野元秀君） 10番河野博文君。 

○１０番（河野博文君） 本当に皆さん方、あそこがやはりもうちょっと見晴らしがいいというか、そ

ういう場所になればというように思うんですが、ただ、今皆さんそう思うだけで、今言われた地形と

か全然分からんのですよ。それで今、玖珠町が得意の分野のドローン等を使って上空からでも分かる

ような、できたら高低差が分かるような、どの辺から道を造ったら上のほうの活用ができるかとか、

そういうような資料づくりをまずしていただきたい。それをしていただかないことには、みんなでや

ろうやろうと言ってもなかなかどこから手をつけていいか分からない。今言った地権者の問題もあり

ます。 

  もともと旧玖珠農業高等学校が持っておられた農園か、そういう跡地がまたどのくらいあるかとい

うようなことも分かりません。そういうようなところの活用をうまくできないか。ひょっとすると古

墳等が出るかもしれないというような心配もありますが、どこかからかかからないと何もできないん

で、できたら今言われましたような調査等をやっていただき、あそこがどんなふうに開発ができるか

というようなことを提案していただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

  そしてまた、そういうことをいろんな町民に働きかけ、町民外のいろんな人、興味のある方に働き

かけて、いろんなアイデアをいただきながらまちづくりのほうを進めてもらいたいと思いますので、

よろしくお願いいたします。 

  それから、最後に移住推進へ空き家・空き店舗を活用した人口増に向けて、積極的な施策を考えな
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いか伺うということでございます。 

  この点につきましては、空き家のことにつきましては先ほどいろいろ詳しく出たんですが、何かこ

の中の質問について考えがございましたらお伺いします。 

○議 長（大野元秀君） 横山みらい創生課長。 

○みらい創生課長（横山芳嗣君） お答えいたします。 

  空き家対策につきましては、先ほど他の議員の御質問で回答いたしましたとおりでございますが、

みらい創生課の窓口には毎日のように移住や空き家バンクの相談について問合せが来ております。空

き家の利活用に向けまして空き家のマッチングなど相談や各種手続の説明を行っており、相談内容に

合わせて移住者支援や空き家の改修工事補助、購入補助や家財処分補助などについて対応しています。 

  移住促進に向けた情報発信につきましては、移住検討のスタート段階で主にホームページを活用さ

れているとの情報から、ホームページ掲載内容の充実を行っているほか、月に１回福岡で開催される

移住相談会に参加して、相談や玖珠町のＰＲなどを積極的に行っているところです。 

  また、集落支援員には地区ごとに空き家の実態調査を依頼して、住宅地図やグーグルマップ上で位

置が確認できるよう作業を行っています。今年度からは、空き家の詳細な情報を把握できるよう、様

式を定めてデータ管理の準備を進めています。 

  現在、空き家バンクには11物件の登録があり、今年度は現時点で６軒マッチングに成功している状

況です。また、11軒あります空き家バンクの中には空き店舗が２軒登録されておりまして、店舗での

起業を検討されている方があれば担当班と連携を図ることとしています。 

  今年度は、また住民課と連携し、独居の方が死亡した場合、届出に来た方へ空き家の管理啓発のチ

ラシも同封をしておりまして、問合せ等があっているようでございます。 

  ほかにも、大分県の東京、大阪、福岡の出先事務所やＮＰＯ法人と引き続き連携を高めながら、空

き家・空き店舗を活用した移住促進を図ってまいりたいと考えます。 

  以上でございます。 

○議 長（大野元秀君） 10番河野博文君。 

○１０番（河野博文君） ぜひ進めてほしいなというふうに思います。と申しますのも、福岡県の糸島

郡だったと思うんですが、移住してきた方々が一生懸命地域づくりをされている。本当に羨ましい話

だなというようなこともございました。 

  玖珠町の場合でも、地域おこし協力隊の方が見えまして、今、切株山とか観光とかそういう面で御

活躍いただいている。我々地元に住んでいる者にはない、よそから見えた人は違う発想を持ったこと

を考えられると思うんですよ。ぜひそういう人たちの知恵も出していただきたい。 

  また、我々だったらこんな空き家と思うようなところも、いろんな情報を得てそういうところに住

みたいというような人も中にはいらっしゃるんで、ぜひそういう方に来ていただいて、玖珠町が、こ

ういうことを言っていいのかはちょっとあれなんですけれども、本当に災害が少ないんですよね。災

害といいましても人災のほうが。河川災害、道路災害、農地災害、これはたまに大雨が降ったりする
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とあります。ただ、玖珠町で人災になるような大きな災害はないんですよね。安全・安心のまちとい

うこの玖珠町をぜひＰＲしていただいて、そして私、いつも言うんですが、この空気のいい、環境の

いい、また最近、教育環境もいい、９月からしていただいた中学生から今度高校生までの医療費無償

化、こういうようなところをどんどんＰＲしてもらって、玖珠町に住みたいというようなまちづくり

を進めてほしいと思いますが、とにかく、これから先は今ある人口がもう、一人でも減らない、増え

ていくような施策をどんどん考えていってほしいと思いますが、もう時間がないんで、町長、最後に

意気込みが何かあればお聞かせください。 

○議 長（大野元秀君） 宿利町長。 

○町 長（宿利政和君） ありがとうございます。 

  農林産物のブランド化のときにも少しお話ししましたように、玖珠町には非常にそれぞれ単品、単

品ではすばらしい資源がございます。それをやはり総合的に生かされていないとか総合的にＰＲでき

ていないということでブランド化のところがありましたように、同じような表現をしては失礼なんで

すが、やはり様々ないいところがございますので、それを総合的に、玖珠町自体をブランド化すると

いうことはそういうことだろうというふうに思いますので、職員一丸となって町のＰＲ、そして多く

の方に移住・定住していただけるように頑張っていきたいと思っております。 

  ありがとうございました。 

○議 長（大野元秀君） 10番河野博文君。 

○１０番（河野博文君） ぜひいろんな施策を執行部の皆さん方、考えていただきまして、玖珠町がほ

かのところに比べていいなというようなまちづくりをしていただきたいなと思っております。 

  最後になりましたが、もう師走ということで、もう１か月ありません。だんだん寒くなってくるか

もしれませんが、今のウクライナの情勢を見たときに、ひどいこの寒い中、あんな戦争をしなければ

ならないと、本当にかわいそうなというような感じがしております。その点、寒さはありますが、そ

ういうことがないんで何とかいいかなと思っているんですが、やはりコロナ禍、また経済環境も厳し

いし、ぜひ、これからの年末を控えて、町の町民の人たちがいいお正月を迎えられるようなことを考

えられて、また、ヒアリングのときでございますし、来年度のいろんな予算についてもいい方向に、

予算を大事に使っていただきたいなと思いますので、よろしくお願いしたいと思います。 

  それでは、最後になりましたが、皆様方のこれからの御健康と御発展、また議員たちも一生懸命、

まちづくりに皆さん燃えておりますので、また議会が休んでも我々に休みはありませんので、ぜひ一

緒にまちづくりをよろしくお願いいたします。 

  最後になりましたが、これで一般質問を終わります。どうもありがとうございました。 

○議 長（大野元秀君） 10番河野博文君の質問を終わります。 

  明日６日は、一般質問の２日目となっています。 

  以上で本日の日程は全て終了いたしました。 

  これにて散会いたします。 
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  御協力ありがとうございました。 

午後２時55分 散会 
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